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前 

書 

き

　

一
九
六
六
年
夏
、
毛
澤
東
と
中
国
共
産
党
主
導
の
文
化
大
革
命
が
勃
発
し
た
。

　

そ
の
一
年
後
の
一
九
六
七
年
末
か
ら
一
九
七
〇
年
夏
に
か
け
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で
は
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た

ち
が
逮
捕
、
粛
清
さ
れ
た
。
彼
ら
に
冠
さ
れ
た
「
罪
」
は
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
だ
っ
た
。
こ
の
「
内
モ
ン

ゴ
ル
人
民
革
命
党
」
に
は
「
偉
大
な
祖
国
中
国
か
ら
そ
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
内
モ
ン
ゴ
ル
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
し
た

歴
史
が
あ
る
」、
と
断
罪
さ
れ
た
。
犠
牲
者
の
数
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
あ
る
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
の
教
授
郝
維
民
が
編
纂
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
出
版
社
か
ら
出
た
『
内
蒙
古
自
治
区
史
』（
一
九
九
一

年
）
は
、
二
万
七
千
九
〇
〇
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
す
る
。

　

マ
カ
オ
大
学
の
程
惕
潔
（
程
鉄
軍
）
教
授
と
内
モ
ン
ゴ
ル
の
著
名
な
紅
衛
兵
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
高
樹
華
は
二
〇
〇
七

年
に
香
港
か
ら
出
し
た
著
書
『
内
蒙
文
革
風
雷
』
の
な
か
で
、
約
五
〇
万
人
が
逮
捕
さ
れ
、
二
～
三
万
人
が
虐
殺
さ
れ

た
と
計
算
し
て
い
る
。
程
惕
潔
は
文
化
大
革
命
中
に
『
内
モ
ン
ゴ
ル
日
報
』
の
記
者
だ
っ
た
の
で
、
当
時
の
経
験
に
基

づ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

　

ニ
ス
レ
（
尼
斯
勒
）
は
最
近
、
逮
捕
者
の
数
は
約
一
〇
〇
万
人
に
上
り
、
死
者
の
数
は
五
万
人
に
達
す
る
と
の
見
方

を
示
し
て
い
る（

１
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
真
相
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
つ
だ
け
言
え
る
の
は
、
こ
の
「
内
モ
ン
ゴ
ル

人
民
革
命
党
員
を
粛
清
す
る
」
事
件
た
る
も
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
み
を
対
象
と
し
た
大
量
虐
殺
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
だ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
人
だ
か
ら
、
と
い
う
唯
一
の
理
由
で
殺

（
１
）　

尼
斯
勒
：
「
我
家
全
是
〝
内
人
党
〟」。http://w

w
w.epochtim

es.com
/gb/6/5/21/n1325485.htm

.

隠
さ
れ
続
け
て
い
る
大
虐
殺
＝
モ
ン
ゴ
ル
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
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害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

犠
牲
者
の
数
を
確
認
す
る
の
に
は
、
中
国
政
府
の
情
報
開
示
を
待
つ
し
か
方
法
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

中
国
政
府
の
情
報
開
示
を
待
つ
以
前
に
も
、
研
究
者
た
ち
や
良
識
的
な
市
民
た
ち
に
は
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
仕
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
事
件
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
は
ま
だ
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
」
の
実
態
を
知
ら
な
い
。
日
本
を
含
む
世
界
各
国
の
「
進
歩
的
な
知
識
人
」
た
ち
は
か
つ
て
文
化
大
革
命
を
絶
賛

し
て
い
た
。
は
た
し
て
、
数
々
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
推
進
し
て
き
た
文
化
大
革
命
が
謳
歌
の
対
象
で
あ
っ
て
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。

　
「
中
国
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
の
実
態
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
我
々
人
類
の
二
〇
世
紀
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

一
九
四
八
年
一
二
月
九
日
、
国
連
総
会
は
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
」（
略
し
て
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
条
約
）
を
採
択
し
た
。「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
」
の
第
二
条
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
条
約
に
お
い
て
集
団
殺
害
と
は
、
国
民
的
、
人
種
的
、
民
族
的
又
は
宗
教
的
な
集
団
の
全
部
又
は
一
部
を
破
壊

す
る
意
図
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
次
の
行
為
を
い
う
。

　
ａ
）
集
団
の
構
成
員
を
殺
す
こ
と

　

ｂ
）
当
該
集
団
の
構
成
員
の
肉
体
又
は
精
神
に
重
大
な
危
害
を
加
え
る
こ
と

　
ｃ
）�

集
団
の
全
部
又
は
一
部
の
肉
体
的
破
壊
を
も
た
ら
す
た
め
に
意
図
さ
れ
た
生
活
条
件
を
集
団
に
故
意
に
課
す
る

こ
と

　

ｄ
）
集
団
内
に
お
け
る
出
生
を
妨
げ
る
こ
と
を
意
図
す
る
措
置
を
課
す
る
こ
と

　
ｅ
）
集
団
の
児
童
を
他
の
集
団
に
強
制
的
に
移
す
こ
と
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中
国
共
産
党
が
発
動
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
態
は
、
以
上
で
示
し
た
国
連
に
よ
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

条
約
」
の
規
定
と
す
べ
て
合
致
し
て
い
る
。

　

大
量
虐
殺
だ
け
で
は
な
い
。
一
九
六
九
年
五
月
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
東
部
の
三
盟
と
西
部
の
三
旗
が
そ
れ
ぞ
れ
隣

接
す
る
漢
人
と
ム
ス
リ
ム
の
省
（
自
治
区
）
に
分
け
与
え
ら
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
「
分
け
て
統
治
す
る
」
政
策

の
導
入
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
の
領
土
が
再
び
自
治
区
に
返
還
さ
れ
る
の
に
は
、
一
九
七
九
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
地
圖
１
と
２
は
、
そ
れ
ぞ
れ
分
割
さ
れ
て
い
た
当
時
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
と
、
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
ア
ル
タ
ン
デ
レ
ヘ
イ
（
阿
拉
騰
徳
力
海
）
氏
の
著
作
『
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
〈
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党

員
を
え
ぐ
り
出
し
粛
清
す
る
〉
事
件
の
災
難
録
』（
内
蒙
古
挖
粛
災
難
実
録
）
の
抄
訳
で
あ
る
。
ア
ル
タ
ン
デ
レ
ヘ
イ
は

仮
名
で
あ
る
。
同
書
も
地
下
出
版
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
は
、
中
国
で

は
研
究
が
許
さ
れ
な
い
タ
ブ
ー
領
域
で
あ
る
。
同
書
は
一
九
九
〇
年
代
末
期
に
現
れ
、
中
国
の
モ
ン
ゴ
ル
人
社
会
で
広

く
読
ま
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
日
本
語

に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
抄
訳
を
試
み
た
。
日
本
語
に
な
っ
た
こ
と
で
、
広
く
日
本
の
み
な
さ
ん
に
「
モ
ン
ゴ

ル
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
の
歴
史
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
将
来
的
に
は
こ
の
小
さ
な
書
籍
が
英

語
と
な
っ
て
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
が
更
に
世
界
的
に
知
ら
れ
、
国
際
人
道
法
廷
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
を
希
望
し
て
い
る
。

　

尚
、
本
書
の
英
文
要
旨
は
編
訳
者
が
新
た
に
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
楊
海
英
）　
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モ
ン
ゴ
ル
人
が
大
量
虐
殺
さ
れ
た
時
の
「
罪
」
は
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
だ
っ
た
。
で
は
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
人

民
革
命
党
」
と
は
ど
ん
な
組
織
だ
っ
た
の
か
。
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、
如
何
な
る
目
的
で
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命

党
」
を
創
っ
た
の
か
。
そ
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
よ
う
。（
楊
海
英
）

一
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
の
歴
史

　

一
三
世
紀
に
、
遊
牧
民
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
北
ア
ジ
ア
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。
ユ
ー
ラ
ア
大
陸

を
ま
た
ぐ
大
帝
国
を
創
り
、
中
国
も
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
一
部
、
元
朝
と
な
っ
た
。

　

一
四
世
紀
に
な
る
と
、
漢
人
の
朱
元
璋
が
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
長
城
の
北
へ
追
い
出
し
て
、
漢
人
の
明
朝
を
打
ち
立

て
た
。
そ
し
て
、
時
が
過
ぎ
て
一
七
世
紀
に
入
る
と
、
満
洲
人
た
ち
が
長
城
の
北
側
に
現
れ
、
中
国
を
支
配
下
に
お
い

た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
も
満
洲
人
の
力
を
認
め
、
そ
の
同
盟
者
と
な
っ
た
。
大
沙
漠
の
南
に
住
む
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は

一
六
三
六
年
に
満
洲
人
の
政
権
に
下
り
、
内
藩
と
呼
ば
れ
、
今
日
の
「
内
モ
ン
ゴ
ル
」
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
。
モ
ン

ゴ
ル
各
部
間
の
交
流
を
分
断
さ
せ
る
た
め
に
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
諸
部
は
「
外
藩
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
内

藩
」
も
「
外
藩
」
も
盟
（
ア
イ
マ
ク
）
や
旗
（
ホ
シ
ョ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
行
政
組
織
に
編
入
さ
れ
た
。

　

清
朝
は
当
初
、
藩
部
と
し
て
の
モ
ン
ゴ
ル
草
原
に
漢
人
農
民
が
入
る
の
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九

世
紀
に
な
る
と
、
西
欧
列
強
の
侵
略
で
疲
弊
し
き
っ
て
い
た
清
朝
は
つ
い
に
漢
人
農
民
た
ち
の
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
流
入
を

認
め
た
。
清
朝
政
府
に
強
い
不
満
を
抱
く
大
量
の
漢
人
農
民
が
内
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
に
入
植
し
た
。
漢
人
た
ち
は
モ
ン

ゴ
ル
人
の
生
活
基
盤
で
あ
る
草
原
を
開
墾
し
、
深
刻
な
沙
漠
化
を
も
た
ら
し
た
。
両
者
の
対
立
も
激
し
く
な
っ
た
。

　

一
八
九
一
年
に
「
金
丹
道
」
と
い
う
漢
人
反
乱
が
起
こ
っ
た
。
首
領
の
楊
悦
春
と
い
う
漢
人
は
「
掃
北
武
聖
人
」（「
北

の
モ
ン
ゴ
ル
人
を
一
掃
す
る
武
勇
聖
人
」
と
の
意
）
と
自
称
し
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
南
東
部
の
ジ
ョ
ソ
ト
盟
、
ジ
ョ
ー
ウ

ダ
盟
に
闖
入
し
た
「
金
丹
道
」
は
各
地
で
大
量
虐
殺
を
働
い
た
。
楊
悦
春
は
「
モ
ン
ゴ
ル
人
と
満
洲
人
を
殺
し
て
清
朝



5

を
滅
ぼ
す
」（
掃
胡
滅
清
殺
韃
子
）、「
モ
ン
ゴ
ル
人
を
殺
し
て
そ
の
土
地
を
奪
お
う
」（
殺
人
奪
地
）
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
て
い
た
。
漢
人
た
ち
の
こ
の
反
乱
は
モ
ン
ゴ
ル
人
社
会
に
大
き
な
恐
怖
と
深
刻
な
影
響
を
残
し
た
。

　

漢
人
の
孫
文
も
「
金
丹
道
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
た
。
彼
は
「
韃
虜
を
駆
逐
し
て
中

華
を
恢
復
す
る
」
と
い
う
旗
の
下
で
、
中
華
民
国
を
一
九
一
一
年
に
作
っ
た
。
そ
し
て
、
明
朝
の
朱
元
璋
を
模
倣
し
て

南
京
を
都
と
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
も
同
じ
時
期
に
満
洲
人
か
ら
離
れ
る
決
定
を
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
い
た
活

仏
ジ
ェ
プ
ツ
ン
ダ
ム
バ
・
ホ
ト
ク
ト
は
、「
漢
人
た
ち
に
虐
待
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
我
々
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
も
一
つ
に
な
ろ

う
」
と
各
地
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
に
呼
び
か
け
て
い
た
。

　

活
仏
ジ
ェ
プ
ツ
ン
ダ
ム
バ
・
ホ
ト
ク
ト
は
独
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
「
聖ボ

ク
ドな
る
ハ
ー
ン
」
に
な
っ
た
。
南
モ
ン
ゴ

ル
の
各
部
も
独
立
に
呼
応
し
た
が
、
漢
人
軍
閥
た
ち
に
容
赦
な
く
鎮
圧
さ
れ
た
。
満
洲
こ
と
東
北
の
軍
閥
呉
俊
昇
は
独

立
し
よ
う
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
の
血
で
袁
世
凱
政
権
の
陸
軍
中
将
の
爵
位
を
獲
得
し
た
。
独
立
運
動
の
指
導
者
で
、

モ
ン
ゴ
ル
の
カ
ラ
チ
ン
部
の
親
王
グ
ン
サ
ン
ノ
ル
ブ
は
北
京
に
抑
留
さ
れ
、
実
権
の
な
い
「
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
（
蒙

藏
）
委
員
会
」
の
事
務
局
長
に
任
命
さ
れ
た
。
指
導
者
を
失
っ
た
南
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
は
次
第
に
中
華
民
国
の
「
共
和
体

制
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

ソ
連
の
「
十
月
革
命
」
の
影
響
も
あ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
は
更
に
一
九
二
一
年
に
人
民
に
よ
る
革
命
運
動
が
起

こ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
然
、
南
モ
ン
ゴ
ル
こ
と
内
モ
ン
ゴ
ル
の
知
識
人
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
同
じ
時

期
に
、
漢
人
の
孫
文
も
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
支
持
を
得
よ
う
と
し
て
、「
国
内
の
弱
小
民
族
に
も
自
決
権
を
与
え
る
」
と
主

張
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
カ
ラ
チ
ン
部
出
身
の
モ
ン
ゴ
ル
人
ボ
ヤ
ン
タ
イ
（
白
雲
梯
、
別
名
セ
レ

ン
ド
ン
ロ
プ
）
ら
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
」
を
組
織
し
よ
う
と
活
動
を
始
め
て
い
た
。
ボ
ヤ
ン
タ
イ
は
北
京
の

「
蒙
藏
学
校
」
の
生
徒
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
は
同
校
に
来
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
各
部
各
地
域
の
優
秀
な
青
年
た
ち

を
集
め
て
、
一
九
二
五
年
に
長
城
の
麓
に
あ
る
町
、
張
家
口
で
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
」
第
一
回
党
大
会
を
開
い

た
。
こ
れ
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
政
府
代
表
も
参
加
し
て
い
た
。
党
の
中
央
委
員
に
ボ
ヤ
ン



6

タ
イ
、
ア
ル
タ
ン
オ
チ
ル
、
エ
ン
ヘ
ブ
レ
ン
、
イ
デ
チ
ン
、
バ
ヤ
ン
タ
イ
、
メ
デ
レ
ト
、
メ
ル
セ
イ
（
郭
道
甫
）、
サ
イ

ン
バ
ヤ
ル
（
包
悦
卿
）、
レ
ー
チ
ン
ト
な
ど
が
選
ば
れ
た
。
同
党
は
反
帝
国
主
義
、
反
封
建
主
義
と
反
大
漢
族
主
義
を
そ

の
綱
領
に
書
き
込
ん
だ（

２
）。

　

一
九
二
九
年
、
モ
ス
ク
ワ
に
留
学
し
て
い
た
テ
ム
ー
ル
バ
ガ
ナ
と
ポ
ン
ス
ク
、
そ
れ
に
ウ
リ
ジ
オ
チ
ル
が
内
モ
ン
ゴ

ル
東
部
に
戻
っ
て
、
党
員
拡
充
に
努
め
た
。
ハ
ー
フ
ン
ガ
や
ア
ス
ガ
ン
な
ど
の
青
年
が
同
党
の
有
力
な
党
員
と
な
っ
た
。

日
本
統
治
下
の
地
域
で
武
装
蜂
起
の
計
画
も
あ
っ
た
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
人

民
革
命
党
幹
部
の
テ
ム
ー
ル
バ
ガ
ナ
は
一
九
三
六
年
と
一
九
四
一
年
に
日
本
軍
に
疑
わ
れ
た
が
、
そ
の
つ
ど
満
洲
国
駐

日
大
使
館
に
勤
め
て
い
た
ハ
ー
フ
ン
ガ
が
帰
国
し
て
彼
を
助
け
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
情
報
員
も
日
本
軍
に
マ
ー
ク
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
ハ
ー
フ
ン
ガ
の
力
で
無
事
だ
っ
た
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
で
は
、
徳
王
（
デ
ム
チ
ュ
ク
ド
ン
ロ
プ
）
の
蒙
疆
軍
第
九
師
団
内
に
も
ア
ル
タ
ン
ガ
ダ
と
ビ
リ
ク

バ
ー
ト
ル
、
そ
れ
に
ウ
リ
ジ
オ
チ
ル
な
ど
の
党
員
が
活
動
し
て
い
た
。
彼
ら
は
東
部
の
ハ
ー
フ
ン
ガ
や
ア
ス
ガ
ン
ら
と

連
絡
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
サ
イ
ン
バ
ヤ
ル
、
デ
リ
ゲ
ル
、
王
克
夫（

３
）な

ど
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
連
絡
役
を
担

当
し
て
い
た
。

　

日
本
の
統
治
下
に
お
い
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
東
部
地
域
は
満
洲
国
に
編
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
支
配
を
経
て
、

多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
族
知
識
人
が
誕
生
し
た
。
彼
ら
は
後
に
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
自
治
運
動
の
中
堅
と
し
て
育
っ
て
い
っ

た
。

　

一
九
四
五
年
夏
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
の
幹
部
ポ
ン
ス
ク
は
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
聨
合
軍
と
共
に
南

モ
ン
ゴ
ル
に
帰
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
に
絶
大
な
人
気
が
あ
っ
た
ハ
ー
フ
ン
ガ
、
そ
れ
に
テ
ム
ー
ル
バ
ガ
ナ
ら
は
ポ
ン
ス

ク
ら
と
共
に
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
の
復
活
を
宣
言
し
た
。
時
は
一
九
四
五
年
八
月
一
八
日
だ
っ
た
。

　

ハ
ー
フ
ン
ガ
ら
は
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
東
モ
ン
ゴ
ル
本
部
の
名
義
で
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
解
放
宣
言
書
」
を
公

布
し
た
。
宣
言
書
は
言
う
。
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（
２
）�　

ウ
ラ
ー
ン
フ
こ
と
雲
澤
も
こ
の
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
」
創
立
大
会
に
参
加
し
て
い
た
が
、
特
に
目
立
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
以

下
、
注
釈
は
す
べ
て
編
訳
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

（
３
）�　

内
モ
ン
ゴ
ル
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
漢
文
化
の
影
響
も
あ
っ
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
漢
字
姓
名
を
用
い
る
現
象
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
同
化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　

一
、�

内
モ
ン
ゴ
ル
は
こ
れ
か
ら
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
指
導
の
下
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
一
部

と
な
る
。

　
　

二
、
内
モ
ン
ゴ
ル
解
放
軍
は
ソ
連
軍
に
協
力
し
て
日
本
の
侵
略
者
を
駆
逐
す
る
。

　
　

三
、
封
建
勢
力
を
一
掃
し
、
人
民
に
自
由
の
権
利
を
保
障
し
、
非
資
本
主
義
の
道
を
歩
む
。

　
　

四
、�
民
族
差
別
を
無
く
し
、
領
土
内
に
住
む
他
の
民
族
を
蔑
視
し
な
い
。
漢
族
の
解
放
運
動
を
支
援
し
、
中
国
の

革
命
的
政
党
と
協
力
関
係
を
結
ぶ
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
は
ま
た
次
の
よ
う
な
手
紙
を
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
最
高
指
導
者
の
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン

と
ツ
ェ
デ
ン
バ
ル
ら
に
提
出
し
た
。

　
　

�

内
モ
ン
ゴ
ル
の
人
民
は
長
年
に
わ
た
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
ソ
連
の
指
導
を
受
け
て
革
命
闘
争
を
今
日
ま

で
に
推
し
進
め
て
き
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
二
〇
〇
万
人
の
同
胞
た
ち
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
合
併
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。
今
こ
そ
、
全
モ
ン
ゴ
ル
族
統
一
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。　

　
　

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
東
モ
ン
ゴ
ル
本
部

　
　

秘
書
長
：
ハ
ー
フ
ン
ガ

　
　

�

執
行
委
員
：
ボ
イ
ン
マ
ン
ド
、
テ
ム
ー
ル
バ
ガ
ナ
、
サ
ガ
ル
ジ
ャ
ブ
、
オ
ユ
ン
ダ
ラ
イ
、
オ
ユ
ン
ビ
リ
ク
、
ア
ス
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ガ
ン
、
エ
ル
デ
ン
タ
イ
、
ナ
イ
ラ
ル
ト
、
ツ
ォ
ン
ハ
ブ
、
ラ
ハ
ム
ジ
ャ
ブ
、
サ
ン
ジ
ャ
イ
ジ
ャ
ブ
、
ワ
ン
ダ
ン

�

一
九
四
五
年
八
月
一
八
日　

　

内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
草
原
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
も
「
内
モ
ン
ゴ
ル
臨
時
共
和
国
政
府
」
の
成
立
を
宣
言
し
て
い
た
。
こ

う
し
た
動
き
を
察
知
し
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
事
の
真
偽
を
正
し
た
。
そ
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
は
じ
め

て
『
ヤ
ル
タ
協
定
』
の
存
在
を
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
ら
に
伝
え
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
来
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
か
ら
の
代
表
団
と
「
内
モ
ン
ゴ
ル
臨
時
共
和
国
政
府
」
か
ら

の
代
表
団
に
向
か
っ
て
、
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
は
次
の
よ
う
に
返
事
し
た
。

　
　

一
、�

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
も
よ
う
や
く
承
認
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
内
外
モ
ン
ゴ
ル
の
合
併
は
困
難
で
あ
る
。
内

モ
ン
ゴ
ル
問
題
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
中
国
共
産
党
と
連
絡
す
る
よ
う
に
。

　
　

二
、�

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
の
成
員
は
複
雑
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
革
命
を
リ
ー
ド
す
る
の
に
困
難
で
は
な
い
か

と
予
想
さ
れ
る
。

　
　

三
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
階
級
闘
争
を
実
施
し
な
い
よ
う
に
。

　

チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
ら
の
指
示
を
受
け
て
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
臨
時
共
和
国
政
府
」
は
解
散
の
道
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
、
東

モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
も
「
内
モ
ン
ゴ
ル
臨
時
共
和
国
政
府
」
も
仕
方
な
く
中
国
共
産
党
と
連
絡
を
取
っ
た
。
そ
こ
へ
、

中
国
共
産
党
中
央
東
北
局
西
満
分
局
が
進
出
し
て
き
た
。

　

一
九
四
六
年
四
月
、
東
西
モ
ン
ゴ
ル
の
代
表
た
ち
が
熱
河
省
の
承
徳
で
遇
っ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
統
一
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。
翌
年
の
四
月
、
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
ト
ゥ
メ
ト
出
身
の
雲
澤
こ
と
後
の
ウ
ラ
ー
ン
フ
が
王
爺
廟
（
後
に
ウ
ラ
ー

ン
・
ホ
ト
に
改
名
）
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
東
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
は
礼
砲
を
打
ち
鳴
ら
し
て
、
彼
を
「
モ
ン
ゴ
ル
族
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の
指
導
者
」
と
し
て
歓
迎
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
七
年
五
月
一
日
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
は
王
爺
廟
で
成
立
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
統
治
時
代
、
中
国
共
産
党
は
そ
も
そ
も
内
モ
ン
ゴ
ル
に
入
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
時
代
に
お
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
内
外
の
統
一
と
合
併
を
求
め
て
、
民
族
の
自
治
を
獲

得
し
よ
う
と
し
て
努
力
す
る
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
後
日
、
こ
と
ご
と
く
「
祖
国
を
分
裂
さ
せ
よ

う
と
し
た
売
国
行
為
」
と
し
て
批
判
し
、
大
量
虐
殺
を
行
っ
た
の
は
、
根
本
的
に
間
違
っ
て
い
る
。

　

中
国
共
産
党
は
後
日
、
王
爺
廟
を
「
民
族
分
裂
の
基
地
」
と
し
、
日
本
統
治
時
代
に
育
っ
た
知
識
人
た
ち
を
「
日
本

刀
を
ぶ
ら
下
げ
た
者
」（
�
洋
刀
的
）
と
し
て
批
判
し
た
。
そ
れ
も
、
基
本
的
に
間
違
っ
て
い
る
。
漢
人
の
魯
迅
だ
っ
て

日
本
で
教
育
を
受
け
て
い
る
。
共
産
党
の
高
官
た
ち
の
多
く
も
「
西
欧
列
強
の
国
々
」
に
留
学
し
た
経
験
を
持
つ
。
何

故
、
日
本
と
接
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
の
み
が
悪
い
と
さ
れ
る
の
か
。
共
産
党
の
聖
地
と
さ
れ
る
延
安
で
育
っ
た
康
生

や
毛
澤
東
の
夫
人
江
青
だ
け
は
清
廉
な
人
物
だ
ろ
う
か
。

　

歴
史
は
い
ず
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
の
二
〇
世
紀
に
正
し
い
評
価
を
下
す
だ
ろ
う
。
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一
般
的
に
中
国
の
文
化
大
革
命
は
一
九
六
六
年
五
月
一
六
日
付
け
の
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
通
知
」、
つ
ま
り
「
五
・

一
六
通
知
」
の
採
択
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。「
五
・
一
六
通
知
」
が
採
択
さ
れ
、
伝
達
さ
れ
る
の
と

同
じ
時
期
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
最
高
指
導
者
の
ウ
ラ
ー
ン
フ
は
北
京
で
吊
る
し
上
げ
ら
れ
、
失
脚
に
追
い
込
ま
れ
た
。

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
中
国
の
ど
の
地
域
よ
り
も
早
く
文
化
大
革
命
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
毛
澤
東
と

中
国
共
産
党
は
内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
文
化
大
革
命
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
北
部
辺
疆
に
住
む
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
粛
清

し
て
、
国
境
防
衛
を
固
め
て
か
ら
、
内
地
の
文
化
大
革
命
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
楊
海
英
）

二
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
大
革
命

　

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
成
立
と
共
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
は
中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
解
散
を
命
じ
ら
れ
た
。

自
治
区
政
府
の
主
席
に
西
部
ト
ゥ
メ
ト
地
域
出
身
の
ウ
ラ
ー
ン
フ
（
以
前
の
雲
澤
）
が
就
き
、
東
モ
ン
ゴ
ル
出
身
で
、

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
指
導
者
の
ハ
ー
フ
ン
ガ
は
副
主
席
に
な
っ
た
。
無
論
、
ハ
ー
フ
ン
ガ
に
は
何
の
実
権
も
な
か
っ

た
。

　

一
九
六
五
年
五
月
、
内
モ
ン
ゴ
ル
大
学
の
書
記
を
担
当
し
て
い
た
漢
人
の
郭
以
青
は
ウ
ラ
ー
ン
フ
に
こ
ん
な
手
紙
を

書
い
た
。

　
　

�　

内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
出
身
の
モ
ン
ゴ
ル
人
幹
部
た
ち
の
な
か
に
民
族
分
裂
主
義
者
集
団
が
い
る
。
そ
れ
は
か
の
内

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
だ
。
彼
ら
は
貴
殿
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
主
席
に
反
抗
的
だ
。

　　

ウ
ラ
ー
ン
フ
は
郭
以
青
の
計
略
に
嵌
っ
た
。
自
分
と
同
じ
西
部
の
ト
ゥ
メ
ト
地
域
出
身
の
「
延
安
派
」
を
大
量
に
重

用
し
て
、「
偽
満
洲
国
出
身
の
幹
部
た
ち
」
あ
る
い
は
「
日
本
刀
を
ぶ
ら
下
げ
た
連
中
」
と
称
さ
れ
る
東
部
出
身
者
た
ち
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を
追
放
し
た
。
郭
以
青
は
こ
の
一
件
で
ウ
ラ
ー
ン
フ
に
抜
擢
さ
れ
て
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
党
委
員
会
代
理
常
務
委
員
兼

宣
伝
部
長
に
な
っ
た
。

　

一
九
六
六
年
五
月
か
ら
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
高
級
幹
部
た
ち
計
一
四
六
人
が
北
京
市
内
に
あ
る
前
門
飯
店
に
召
集
さ
れ

た
。「
中
国
共
産
党
華
北
局
前
門
飯
店
会
議
」
と
呼
ば
れ
る
会
議
の
席
上
で
郭
以
青
は
言
っ
た
。

　　
　

�　

ウ
ラ
ー
ン
フ
は
一
九
六
六
年
二
月
か
ら
反
中
国
、
反
社
会
主
義
の
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
彼
は
西
部
出
身
者

を
重
要
し
、
東
部
の
幹
部
た
ち
を
疎
遠
に
し
て
い
た
。

　　

こ
の
よ
う
に
、
郭
以
青
は
嘘
の
証
言
を
し
た
。

　

前
門
飯
店
華
北
局
会
議
を
中
国
共
産
党
華
北
局
第
一
書
記
の
李
雪
峰
が
主
催
し
た
。
会
議
は
七
月
二
五
日
ま
で
続
い

た
。
そ
の
主
な
日
程
と
段
取
り
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

六
月
五
日
：

　

華
北
局
書
記
の
解
学
恭
は
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
が
以
前
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で
繰
り
返
し
呼
び
か
け
た
「
反
大
漢
族
主

義
」
運
動
は
、「
実
質
上
は
反
中
華
で
、
反
共
産
党
、
反
社
会
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
た
。
ウ
ラ
ー
ン
フ

は
か
つ
て
毛
澤
東
が
一
九
三
五
年
に
書
い
た
「
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
宣
言
」（「
三
・
五
宣
言
」

と
も
言
う
）
を
配
布
し
た
の
も
間
違
っ
て
い
る
、
と
批
判
さ
れ
た
。

　

六
月
七
日
：

　

華
北
局
第
一
書
記
の
李
雪
峰
が
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。

　　
　

�　

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
党
委
員
会
が
反
修
正
主
義
を
言
わ
ず
に
、
専
ら
反
大
漢
族
主
義
を
強
調
し
て
き
た
の
は
間

違
っ
て
い
る
。
階
級
闘
争
を
言
わ
ず
に
民
族
問
題
を
強
調
し
て
き
た
の
も
間
違
っ
て
い
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
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党
委
員
会
は
修
正
主
義
者
ら
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。

　

六
月
八
日
：

　

李
雪
峰
は
華
北
局
か
ら
二
三
人
の
幹
部
た
ち
を
北
京
市
内
の
前
門
飯
店
に
呼
び
寄
せ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら

の
幹
部
た
ち
に
圧
力
を
か
け
た
。
ま
た
、
中
共
中
央
組
織
部
副
部
長
の
趙
漢
、
中
共
中
央
統
一
戦
線
部
副
部
長
の
劉
春

ら
も
会
議
に
加
わ
っ
た
。

　

六
月
一
四
日
：

　

ウ
ラ
ー
ン
フ
は
批
判
闘
争
に
耐
え
ら
れ
ず
、
自
分
に
「
民
族
差
別
的
な
偏
見
が
あ
る
」
と
認
め
さ
せ
ら
れ
た
。

　

六
月
一
九
日
：

　

ウ
ラ
ー
ン
フ
の
甥
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
赤
峰
軍
分
区
の
指
導
者
雲
成
烈
が
ウ
ラ
ー
ン
フ
批
判
に
不
満
を
表
し
、

「
山
に
入
っ
て
ゲ
リ
ラ
を
や
っ
て
も
い
い
」
と
発
言
し
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
軍
区
内
の
中
国
共
産
党
側
に
立
つ
「
左
派
」
た

ち
は
慌
て
て
フ
フ
ホ
ト
市
に
戻
っ
て
軍
の
動
向
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
。

　

六
月
二
二
日
：

　

河
北
省
張
家
口
市
で
「
四
清
運
動
」（
政
治
、
経
済
、
組
織
と
思
想
を
清
く
す
る
運
動
）
に
参
加
し
て
い
た
華
北
局
の

幹
部
た
ち
が
急
遽
、
北
京
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
彼
ら
は
前
門
飯
店
で
の
会
議
に
参
加
し
た
後
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

へ
派
遣
さ
れ
た
。
口
実
は
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
が
来
る
一
九
六
七
年
に
、
つ
ま
り
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
成
立
二
〇
周
年
に
併

せ
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
防
ご
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
政
府
を
転
覆
し
て
「
内
外
モ
ン
ゴ
ル

の
統
一
」
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
解
釈
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
嫡
系
部
隊
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
多
い
騎

兵
第
五
師
団
と
さ
れ
た
。

　

七
月
二
日
：

　

劉
少
奇
と
鄧
小
平
が
二
人
で
ウ
ラ
ー
ン
フ
を
呼
び
つ
け
て
厳
し
い
批
判
を
加
え
た
。
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七
月
一
五
日
：

　

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
自
治
区
書
記
処
書
記
の
高
錦
明
が
ウ
ラ
ー
ン
フ
批
判
を
展
開
し
た
。
そ
の
主
旨
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　
　

一
、�
ウ
ラ
ー
ン
は
反
共
産
党
で
、
反
社
会
主
義
、
反
毛
澤
東
思
想
の
間
違
い
を
犯
し
て
、
民
族
分
裂
主
義
に
走
り
、

祖
国
の
統
一
を
破
壊
し
よ
う
と
し
た
。
ウ
ラ
ー
ン
フ
は
内
モ
ン
ゴ
ル
を
祖
国
の
領
土
か
ら
分
裂
さ
せ
て
、
モ

ン
ゴ
ル
修
正
主
義
者
国
家
と
合
併
さ
せ
て
、
大
モ
ン
ゴ
ル
国
を
創
ろ
う
と
し
て
い
る
。
元
朝
が
滅
ん
で
か
ら

モ
ン
ゴ
ル
族
が
統
一
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
情
勢
を
挽
回
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
自
ら
の
手
で
モ
ン
ゴ
ル
族
を

統
一
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
は
現
代
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
　

二
、�

中
国
共
産
党
が
過
去
に
出
し
た
「
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
府
の
対
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
宣
言
」（
三
・
五
宣
言
）
を

根
拠
に
、
隣
接
す
る
各
省
か
ら
土
地
を
も
ら
お
う
と
し
た
。
長
城
以
北
の
土
地
を
す
べ
て
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
に
入
れ
て
、
更
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
合
併
さ
せ
よ
う
と
企
て
て
い
る
。

　
　

三
、�

ウ
ラ
ー
ン
フ
は
「
反
大
漢
族
主
義
」
の
み
を
宣
伝
し
、「
地
方
民
族
主
義
に
も
反
対
す
る
」
と
い
う
毛
澤
東
思

想
を
無
視
し
た
。「
民
族
問
題
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
階
級
問
題
だ
」
と
す
る
毛
澤
東
思
想
に
抵
抗
し
、
ウ
ラ
ー
ン

フ
は
逆
に
「
階
級
闘
争
の
本
質
は
民
族
問
題
だ
」
と
す
り
替
え
た
。

　
　

四
、�「
四
清
運
動
」
の
推
進
を
阻
害
し
た
。
民
族
問
題
を
持
ち
出
し
て
「
四
清
運
動
」
を
阻
止
し
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
政
治
を
無
視
し
て
ひ
た
す
ら
家
畜
を
守
ろ
う
、
と
い
う
間
違
っ
た

政
策
を
打
ち
出
し
て
革
命
運
動
を
阻
害
し
た
。

　
　

五
、�

修
正
主
義
の
「
三
つ
の
基
礎
理
論
」
を
出
し
た
。
そ
れ
は
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
の
共
産
党
員
を
増
や
す
政
治
基
礎
、

農
業
と
牧
畜
業
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
経
済
基
礎
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
中
国
語
を
学
び
、
中
国
人
も
モ
ン
ゴ

ル
語
を
学
ぶ
、
相
互
学
習
に
よ
る
文
化
基
礎
」
の
三
つ
で
あ
る
。
自
ら
が
出
し
た
「
三
つ
の
基
礎
」
を
強
調
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し
、
社
会
主
義
の
階
級
理
論
や
マ
ル
ク
ス
理
論
を
学
ぼ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　
　

六
、�

政
府
機
関
の
モ
ン
ゴ
ル
化
を
進
め
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
自
治
区
政
府
の
権
力
を
掌
握
し
た
。「
延
安
民

族
学
院
出
身
」
の
ト
ゥ
メ
ト
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
族
と
ウ
ラ
ー
ン
フ
に
追
随
す
る
一
握
り
の
漢
人
の
み
を
重
用
し

た
。「
地
下
の
書
記
局
」
な
ど
の
闇
組
織
を
作
っ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
以
外
か
ら
来
た
革
命
幹
部
た
ち
を
無
視
し
、

モ
ン
ゴ
ル
人
の
み
か
ら
な
る
軍
隊
を
作
ろ
う
と
し
た
。
人
民
解
放
軍
が
草
原
を
開
墾
し
、
野
生
ガ
ゼ
ル
を
狩

る
の
に
も
反
対
し
た（

４
）。

　

七
月
一
九
日
：

　

華
北
局
書
記
の
解
学
恭
は
演
説
し
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
罪
は
「
民
族
分
裂
主
義
で
、
修
正
主
義
で
、
反
社
会
主
義
、
反

毛
澤
東
思
想
」
だ
と
決
め
付
け
た
。

　

七
月
二
五
日
：

　

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
自
治
区
書
記
処
書
記
の
高
錦
明
が
再
度
演
説
し
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。

　
　

�　

内
モ
ン
ゴ
ル
に
は
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
徒
党
が
大
量
に
い
る
。
彼
ら
を
粛
清
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
山
西
省
、
河
北
省
か
ら
二
〇
〇
名
の
幹
部
た
ち
を
動
員
す
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
に
は
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和

国
の
ス
パ
イ
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。

　　

七
月
二
七
日
：

　

華
北
局
は
「
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
間
違
い
問
題
に
関
す
る
報
告
」
を
共
産
党
中
央
委
員
会
に
提
出
し
た
。
ウ
ラ
ー
ン
フ
の

罪
は
五
つ
あ
っ
た
。
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第
一
、
反
中
国
共
産
党
。

　
　

第
二
、
反
社
会
主
義
。

　
　

第
三
、
反
毛
澤
東
思
想
。

　
　

第
四
、
祖
国
の
統
一
を
破
壊
し
、
民
族
分
裂
主
義
の
独
立
王
国
を
創
ろ
う
と
し
た
。

　
　

第
五
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
最
大
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
路
線
を
歩
む
実
権
派
。

　　

七
月
二
八
日
：

　

中
共
中
央
華
北
局
か
ら
の
幹
部
八
〇
余
人
、
中
央
組
織
部
か
ら
の
一
〇
数
人
、
国
家
民
族
事
務
委
員
会
か
ら
の
一
〇

数
人
、
山
西
省
と
河
北
省
か
ら
の
二
〇
〇
人
、
合
わ
せ
て
三
〇
〇
人
を
超
す
漢
人
幹
部
た
ち
が
フ
フ
ホ
ト
市
に
入
り
、

権
力
を
掌
握
し
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
は
華
北
局
書
記
の
解
学
恭
で
、
ほ
か
に
李
樹
徳
、
康
修
民
な
ど
が
い
た
。

　

い
わ
ゆ
る
「
三
・
五
宣
言
」
に
は
「
内
モ
ン
ゴ
ル
の
領
土
の
保
全
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
内
容
が
あ
っ
た
。
中
華
人
民

共
和
国
成
立
後
、
河
北
省
や
黒
竜
江
省
、
吉
林
省
、
遼
寧
省
、
そ
れ
に
甘
粛
省
と
陜
西
省
に
占
領
さ
れ
て
い
た
地
域
の

モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
み
ん
な
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
へ
の
返
還
を
強
く
希
望
し
て
い
た
。
漢
人
が
絶
対
多
数
を
占
め
る
省

に
住
む
弱
小
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
要
望
に
応
え
よ
う
と
し
て
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
は
毛
澤
東
の
「
三
・
五
宣
言
」
の
存
在
に
言
及

し
、
そ
れ
を
印
刷
し
て
配
布
し
て
い
た
。
こ
の
行
動
が
「
分
裂
主
義
の
証
拠
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
中
ソ
対
立
が
目
立
っ
て
き
た
。
ソ
連
と
の
一
戦
を
想
定
し
て
い
た
漢
人
高
官
た

（
４
）�　
内
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
が
破
壊
さ
れ
、
沙
漠
化
が
進
み
、
黄
沙
が
世
界
中
に
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
漢
人
農
民
に
よ
る
開
墾
の
結
果
で
あ

る
。
そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
前
の
草
原
に
は
多
数
の
野
生
動
物
が
生
息
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
も
人
民
解
放
軍
の
自
動
小
銃
に
よ
る
殺
害

で
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
ウ
ラ
ー
ン
フ
は
こ
う
し
た
外
来
の
漢
人
た
ち
の
や
り
方
に
抵
抗
し
て
い
た
こ
と
が
、
彼
に
対
す
る
批
判
か
ら
読
み
取

れ
る
。
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ち
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
を
ま
っ
た
く
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
特
に
、
政
治
と
軍
の
権
力
を
一
身
に
集
め
た
ウ
ラ
ー
ン
フ

の
存
在
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ウ
ラ
ー
ン
フ
が
「
階
級
闘
争
を
推
進
し
な
か
っ
た
」
云
々
は
表
向

き
の
口
実
に
過
ぎ
ず
、
単
純
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
指
導
者
と
エ
リ
ー
ト
た
ち
を
粛
清
し
た
か
っ
た
の
が
、
真
の
理
由
で
あ
っ

た
。
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三
、
モ
ン
ゴ
ル
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
態

　

文
化
大
革
命
中
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
い
て
、
三
四
万
六
六
五
三
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
一
万
六
二
二
二
人
が
殺
害
さ
れ
、
八
万
七
一
八
八
人
に
障
害
が
残
っ
た
。
こ
の
政
治
的
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
を
え
ぐ
り
出
し
て
粛
清
す
る
運
動
」
と
呼
ぶ
。
中
国
語
で
は
「
挖ワ

ー
ソ粛
」
と
表
現
す

る
（
以
下
、
挖
粛
と
略
す
）。
当
時
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
住
ん
で
い
た
モ
ン
ゴ
ル
族
の
人
口
は
一
四
〇
万
人
弱
だ
っ

た
。
少
な
く
と
も
、
約
三
分
の
一
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
逮
捕
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

三
四
万
六
六
五
三
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、
一
万
六
二
二
二
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
数
字

は
一
九
八
〇
年
に
中
華
人
民
共
和
国
最
高
検
察
院
特
別
検
察
庁
に
お
い
て
「
挖
粛
運
動
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
の
デ
ー

タ
で
あ
る
。

　

一
九
八
九
年
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
共
産
党
委
員
会
が
被
害
者
た
ち
に
名
誉
回
復
を
決
定
し
た
際
に
は
、
お
よ
そ

四
八
万
あ
ま
り
の
人
た
ち
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
し
て
「
え
ぐ
り
出
さ
れ
た
」（
揪
出
来
）
と
公
表
し
て

い
る
。
国
境
地
帯
に
住
む
モ
ン
ゴ
ル
人
七
九
五
〇
戸
を
内
地
へ
強
制
移
住
さ
せ
、
そ
の
過
程
で
約
一
〇
〇
〇
人
の
死
者

が
出
て
い
る
。

　

以
上
の
数
字
は
、
挖
粛
運
動
の
最
中
に
、
つ
ま
り
批
判
闘
争
の
現
場
に
お
い
て
殺
害
な
い
し
は
障
害
を
負
わ
せ
た
人

た
ち
に
つ
い
て
の
統
計
で
あ
る
。
運
よ
く
解
放
さ
れ
て
家
に
帰
っ
て
か
ら
、
革
命
大
衆
に
よ
る
暴
力
が
原
因
で
亡
く
な
っ

た
人
た
ち
の
数
は
計
り
知
れ
な
い
。

一
　
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
の
事
例

　
一
九
七
〇
年
代
初
期
の
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
に
は
約
一
四
万
五
〇
〇
〇
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
、
四
三
万
三
〇
〇
〇
人
の
漢
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人
が
い
た
。
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
一
九
六
七
年
頃
の
人
口
構
成
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。（
楊
海
英
）

　

シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
で
は
一
八
六
三
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
以
下
の
よ
う
な
野
蛮
な
方
法
が
用
い

ら
れ
た
。
上
が
日
本
語
訳
で
、
下
は
中
国
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
表
現
で
あ
る
。

　
　

頭
を
下
げ
さ
せ
る
：
低
頭

　
　

拷
問
：
拷
打

　
　

梁
に
吊
る
し
上
げ
て
拷
問
す
る
：
吊
打

　
　

舌
に
針
を
刺
す
：
舌
頭
扎
針

　
　

裸
足
で
火
の
上
で
踊
ら
せ
る
：
光
脚
火
上
跳
舞

　
　

ペ
ン
チ
で
歯
を
抜
く
：
鉄
�
子
抜
牙

　
　

…
…

一
．一
　
残
虐
行
為

　

ス
ニ
ト
右
旗
チ
ャ
ガ
ン
・
ホ
シ
ョ
ー
大
隊
に
は
二
六
戸
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
う
ち
の
二
〇
戸
が
外

来
の
漢
人
た
ち
に
よ
っ
て
「
搾
取
階
級
の
牧
主
」
の
身
分
に
さ
れ
た
。「
牧
主
」
と
は
漢
人
地
域
の
「
地
主
」
に
相
当
す

る
概
念
で
あ
る
。「
搾
取
階
級
」
に
認
定
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
そ
の
放
牧
地
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
代
わ
り
に
漢
人

た
ち
が
彼
ら
の
故
郷
に
住
み
着
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
着
の
身
着
の
ま
ま
で
洞
窟
の
な
か
で
五
、六
年
間
も
暮
ら
す

し
か
な
か
っ
た
。

　

シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
「
人
民
解
放
軍
軍
事
管
理
委
員
会
」
は
、
一
九
六
九
年
五
月
二
二
日
に
毛
沢

東
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
〈
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
を
え
ぐ
り
出
し
、
粛
清
す
る
運
動
〉（
挖
粛
）
は
や
や
拡
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大
し
て
し
ま
っ
た
」
と
の
指
示
を
出
し
た
後
も
、
迫
害
を
止
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
鑲
黄
旗
の
農
牧
部
長

ト
プ
チ
ン
が
リ
ン
チ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
他
の
数
十
人
を
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
だ
と
認
め
、
自
分
も

そ
の
一
員
で
あ
る
と
自
白
さ
せ
ら
れ
た
。
五
月
二
二
日
以
降
も
、
人
民
解
放
軍
の
漢
人
軍
人
た
ち
は
彼
が
自
ら
の
「
証

言
」
を
撤
回
す
る
の
を
拒
み
つ
づ
け
た
。
引
き
続
き
ト
プ
チ
ン
を
「
模
範
的
な
犯
人
」
と
し
て
扱
っ
た
。
ト
プ
チ
ン
は

自
責
の
念
か
ら
自
殺
を
選
ん
だ
。

　

同
じ
く
鑲
黄
旗
の
公
安
局
と
検
察
局
、
そ
れ
に
裁
判
所
に
計
三
〇
名
の
モ
ン
ゴ
ル
人
幹
部
が
勤
め
て
い
た
が
、
例
外

な
く
粛
清
さ
れ
た
。
罪
名
は
「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
子
孫
で
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
猛
将
」
だ
っ
た
。
人
民
解
放
軍
の
兵

士
た
ち
の
暴
力
を
受
け
て
、
こ
の
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
死
傷
者
の
数
は
一
二
〇
人
に
達
し
た
。

　

正
蘭
旗
ポ
ー
シ
ャ
タ
イ
小
学
校
は
一
九
一
六
年
に
成
立
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
で
き
た
学
校
の

一
つ
だ
。
三
百
五
〇
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
寄
宿
生
が
い
て
、
広
大
な
草
原
に
千
頭
も
の
家
畜
を
放
し
、
付
属
の
牛
乳
加

工
工
場
や
ソ
ー
ダ
加
工
場
も
あ
る
、
裕
福
な
学
校
だ
っ
た
。
文
化
大
革
命
中
は
こ
の
学
校
が
「
民
族
分
裂
の
巣
窟
」
と

さ
れ
、
設
備
も
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、
略
奪
さ
れ
た
。
数
十
名
の
モ
ン
ゴ
ル
人
教
師
た
ち
も
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革

命
党
員
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
書
記
の
プ
ル
プ
は
腕
が
折
ら
れ
、
耳
が
ち
ぎ
ら
れ
て
殺
害
さ
れ
た
。

　

シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
に
駐
屯
す
る
人
民
解
放
軍
の
趙
徳
栄
司
令
官
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
。

　
　

�　

お
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
人
を
見
た
だ
け
で
気
分
が
悪
く
な
る
。
シ
リ
ン
ゴ
ル
盟
の
全
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
え
ぐ
り
出

し
て
粛
清
し
て
も
、
全
国
か
ら
見
れ
ば
、
ご
く
僅
か
だ
。

　　

趙
徳
栄
司
令
官
は
ま
た
一
九
六
八
年
五
月
に
次
の
よ
う
に
政
府
の
会
議
で
発
言
し
た
。

　
　

�　

内
モ
ン
ゴ
ル
の
解
放
軍
部
隊
に
い
る
モ
ン
ゴ
ル
人
兵
士
た
ち
の
な
か
に
は
悪
い
や
つ
が
多
い
。
政
府
機
関
に
も
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ろ
く
な
や
つ
は
一
人
も
い
な
い
。
文
化
大
革
命
を
利
用
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
し
っ
か
り
と
や
っ
つ
け
よ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
人
と
い
え
ば
、
良
い
や
つ
は
一
人
も
い
な
い
の
だ
。

　
　

�　

モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
と
し
て
粛
清
し
て
も
間
違
い
で
は
な
い
。
や

つ
ら
が
死
ん
で
も
び
っ
く
り
す
る
こ
と
は
何
も
な
い
。
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
一
人
ず
つ

死
ん
で
い
け
ば
、
我
々
は
大
変
助
か
る
。

　

趙
徳
栄
司
令
官
の
ス
ピ
ー
チ
を
受
け
て
、
シ
リ
ン
ゴ
ル
に
駐
屯
し
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
の
四
九
四
七
部
隊
内
の
小
隊

長
以
上
の
モ
ン
ゴ
ル
人
将
校
は
全
員
粛
清
さ
れ
た
。
そ
の
人
数
は
三
百
四
三
人
に
達
す
る
。

　

ス
ニ
ト
右
旗
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
高
度
の
自
治
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
続
け
て
き
た
徳
王
（
デ
ム
チ
ュ
ク

ド
ン
ロ
プ
、
一
九
〇
〇
―
一
九
六
六
）
の
故
郷
で
あ
る
。
毛
澤
東
に
派
遣
さ
れ
た
滕
海
清
将
軍
は
自
ら
人
民
解
放
軍
を

率
い
て
旗
を
訪
れ
、「
挖
粛
の
任
務
」
を
明
示
し
た
。
滕
海
清
は
ま
た
旗
の
民
兵
組
織
を
統
括
す
る
武
装
部
に
も
粛
清
へ

の
協
力
を
命
じ
て
、
次
の
よ
う
な
訓
示
を
出
し
た
。

　
　

�　

ス
ニ
ト
右
旗
で
は
祖
国
を
裏
切
っ
て
修
正
主
義
の
モ
ン
ゴ
ル
国
に
投
降
し
よ
う
と
し
た
や
つ
が
た
く
さ
ん
い
る

は
ず
だ
。
彼
ら
は
全
員
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
家
来
だ
。
階
級
闘
争
と
い
う
の
は
、
彼
ら
と
闘
争
す
る
こ
と
だ
。
ス
ニ
ト

右
旗
の
状
況
は
き
わ
め
て
複
雑
だ
。
し
か
し
、
四
、五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
モ
ン
ゴ
ル
人
は
良
い
や
つ
だ
ろ
う
。

　　

滕
海
清
将
軍
の
指
示
を
受
け
て
、
ス
ニ
ト
右
旗
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
」
の
「
変
形
組
織
」

や
「
下
部
組
織
」
が
「
え
ぐ
り
出
さ
れ
た
」。
題
し
て
「
統
一
党
」、「
沙
漠
党
」、「
黒
虎
庁
」、「
白
虎
庁
」
な
ど
、
あ
わ

せ
て
三
〇
以
上
も
あ
る
。「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
は
八
〇
〇
〇
人
で
、
こ
の
旗
に
住
む

モ
ン
ゴ
ル
族
全
成
人
人
口
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。
そ
の
う
ち
、
一
〇
九
人
が
残
忍
な
方
法
で
殺
害
さ
れ
た
。
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「
挖
粛
」
の
基
準
は
唯
一
つ
、
モ
ン
ゴ
ル
人
か
否
か
だ
け
で
あ
る
。
ス
ニ
ト
右
旗
の
サ
イ
ハ
ン
ウ
ル
ジ
公
社
、
ブ
ト
ゥ

ム
ジ
公
社
、
ノ
ガ
ン
ノ
ー
ル
公
社
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
幹
部
た
ち
は
例
外
な
く
粛
清
さ
れ
、
代
わ
り
に
漢
人
た
ち
が

幹
部
に
任
命
さ
れ
た
。
ノ
ガ
ン
ノ
ー
ル
に
駐
屯
す
る
李
と
い
う
人
民
解
放
軍
の
将
校
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
。

　
　

�　

か
つ
て
ウ
ラ
ー
ン
フ
は
お
前
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
重
用
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
文
化
大
革
命
が
な
け
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
漢
人
た
ち
は
み
ん
な
殺
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
お
前
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
偉
大
な
中
国
共
産
党
の
も

の
を
食
っ
て
、
着
て
、
そ
れ
で
ま
た
共
産
党
に
対
し
て
悪
い
こ
と
を
し
て
お
る
。
今
や
偉
大
な
領
袖
毛
澤
東
の
時

代
だ
。
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
時
代
で
は
な
い
ぞ
。

　

滕
海
清
将
軍
の
部
隊
を
率
い
て
ス
ニ
ト
右
旗
に
進
駐
し
て
い
た
解
放
軍
の
副
政
治
委
員
は
漢
人
の
陳
氏
で
、
副
参
謀

長
は
邱
氏
、
副
指
導
員
は
高
氏
だ
っ
た
。
彼
ら
は
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
。

　
「
ス
ニ
ト
右
旗
の
大
地
を
三
尺
掘
っ
て
で
も
、
統
一
党
を
見
つ
け
出
そ
う
」

　

人
民
解
放
軍
の
兵
士
た
ち
は
そ
の
指
示
通
り
に
百
軒
以
上
も
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
民
家
に
入
っ
て
床
を
掘
っ
て
は
罪
状

を
探
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
八
〇
〇
〇
人
も
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
「
反
革
命
的
な
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
プ
ト
ゥ
ム
ジ
公
社
に
進
駐
し
て
い
た
劉
と
い
う
漢
人
の
小
隊
長
は
言
っ
た
。

　
　

�　

モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
全
員
死
ん
で
も
大
し
た
問
題
は
な
い
。
我
が
国
の
南
方
に
は
た
く
さ
ん
人
間
が
い
る
。
モ

ン
ゴ
ル
人
た
ち
の
生
皮
を
剥
ご
う
。

　

ノ
ガ
ン
シ
リ
生
産
大
隊
で
は
、
一
四
歳
以
上
の
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
し
、
全
員
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
し

て
登
録
す
る
よ
う
強
制
し
た
。
六
七
歳
に
な
る
ダ
ム
デ
ィ
ン
ソ
ー
老
も
怖
く
な
っ
て
生
産
大
隊
の
本
部
を
訪
れ
て
登
録
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し
よ
う
と
し
た
。
彼
女
は
中
国
語
が
話
せ
な
い
の
で
、
生
産
大
隊
の
本
部
へ
向
か
う
途
中
に
ず
っ
と
「
統
一
党
」、「
統

一
党
」
と
繰
り
返
し
暗
記
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
本
部
に
着
く
と
、
怖
く
な
っ
て
忘
れ
て
し
ま
い
、
も
う
一
度

帰
っ
て
覚
え
て
か
ら
登
録
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

東
ウ
ジ
ム
チ
ン
旗
エ
ヘ
ボ
リ
ク
牧
場
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
幹
部
が
全
員
粛
清
さ
れ
た
。
変
わ
り
に
北
京
か
ら
や
っ
て

き
た
漢
族
の
知
識
青
年
た
ち
が
権
力
を
握
っ
た
。
彼
ら
は
次
の
よ
う
に
公
言
し
て
い
た
。

　
「
お
れ
た
ち
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
を
や
っ
つ
け
る
た
め
に
来
た
の
だ
」

　
「
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
漢
人
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
。
戦
争
に
な
っ
た
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
北
へ
、
漢
人
た
ち
は

南
へ
行
こ
う
」

　
「
モ
ン
ゴ
ル
人
遊
牧
民
の
八
〇
、九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は
信
用
で
き
な

い
」

　

東
ウ
ジ
ム
チ
ン
旗
塩
池
公
社
の
供
�
社
の
主
任
ド
ン
ル
プ
が
あ
る
日
、
行
方
不
明
と
な
り
、
政
府
は
た
だ
ち
に
彼
を

指
名
手
配
し
た
。
あ
る
人
は
「
ド
ン
ル
プ
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
兵
士
を
連
れ
て
国
境
地
帯
を
巡
回
し
て
い
る
」

と
言
い
ふ
ら
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
家
族
も
「
偉
大
な
祖
国
を
裏
切
っ
た
者
の
親
族
」
と
さ
れ
て
、
群
衆
に
よ
る

「
人
民
独
裁
」
の
暴
力
を
受
け
た
。
一
九
七
二
年
、
塩
を
掘
っ
て
い
た
人
た
ち
が
塩
池
の
な
か
か
ら
遺
体
を
見
つ
け
た
。

塩
漬
け
に
な
っ
て
い
た
た
め
か
、
ド
ン
ル
プ
の
遺
体
は
腐
敗
し
て
い
な
か
っ
た
。
ド
ン
ル
プ
は
「
修
正
主
義
国
家
」
へ

逃
亡
し
た
の
で
は
な
く
、
殺
さ
れ
て
か
ら
塩
湖
に
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

西
ウ
ジ
ム
チ
ン
旗
バ
チ
公
社
の
書
記
チ
ョ
イ
ジ
ジ
ャ
ム
ソ
は
実
直
な
性
格
で
、
い
く
ら
殴
ら
れ
て
も
、
自
分
は
「
内

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
で
は
な
い
、
と
断
り
つ
づ
け
た
。
漢
人
大
衆
は
彼
を
梁
か
ら
吊
る
し
て
、
火
で
炙
り
、
ナ

イ
フ
で
体
を
傷
つ
け
た
。
食
べ
物
も
水
も
与
え
ず
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
漢
人
の
知
識
青
年

李
秀
栄
が
鉄
器
で
彼
の
頭
を
猛
撃
し
、
脳
漿
が
部
屋
中
に
散
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
チ
ョ
イ
ジ
ジ
ャ
ム
ソ
の
夫
人
ヤ
ン
ジ

マ
ー
が
盟
政
府
所
在
地
の
シ
リ
ン
ホ
ト
へ
上
告
に
行
く
が
、
盟
政
府
は
受
理
し
な
か
っ
た
。
漢
人
の
李
秀
栄
は
更
に
ヤ
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ン
ジ
マ
ー
の
後
を
追
っ
て
き
て
、
も
し
こ
れ
か
ら
も
上
告
す
る
な
ら
ば
、
ヤ
ン
ジ
マ
ー
の
子
ど
も
た
ち
を
殺
す
、
と
脅

か
し
た
。

　

西
ウ
ジ
ム
チ
ン
旗
ゴ
リ
ハ
ン
牧
場
の
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
は
頭
部
に
釘
を
七
本
打
た
れ
た
後
に
、
井
戸
の
な
か
に
投
げ

込
ま
れ
た
。

　

ス
ニ
ト
左
旗
の
あ
る
退
役
軍
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
て
、
繰
り
返
し
リ
ン
チ

さ
れ
た
。
か
つ
て
革
命
軍
隊
に
い
た
頃
に
怪
我
し
た
古
い
傷
か
ら
こ
と
ご
と
く
血
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
人
大
衆

は
「
こ
れ
は
お
前
に
対
す
る
二
度
目
の
褒
章
だ
」
と
言
っ
て
暴
力
を
続
け
て
い
た
。

　

ス
ニ
ト
左
旗
バ
ヤ
ン
ボ
ラ
ク
公
社
の
社
長
ト
ゥ
メ
ト
が
漢
人
た
ち
に
殺
害
さ
れ
た
後
、
そ
の
夫
人
は
夫
の
遺
体
を
ず
っ

と
埋
葬
せ
ず
に
保
存
し
つ
づ
け
た
。
彼
女
は
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
　

�　

生
産
大
隊
の
子
羊
が
死
ん
で
も
、
そ
の
死
因
を
調
べ
る
時
代
だ
。
何
故
、
人
間
が
殺
さ
れ
て
も
何
も
か
も
不
問

に
す
る
の
か
。
ど
う
い
う
時
代
な
の
だ
。

　

一
九
七
六
年
に
文
化
大
革
命
が
終
息
を
宣
言
さ
れ
て
、
毛
澤
東
の
夫
人
を
は
じ
め
と
す
る
「
四
人
組
」
が
逮
捕
さ
れ

た
後
に
、
彼
女
は
夫
を
埋
葬
し
た
。

一
．二
　
レ
イ
プ
な
ど
性
的
な
侮
辱

　

モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
拷
問
に
か
け
て
い
る
間
、
多
く
の
女
性
た
ち
が
レ
イ
プ
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
ス
ニ
ト
左
旗
で

は
漢
人
の
「
知
識
青
年
」
た
ち
が
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
を
「
人
民
大
衆
に
よ
る
独
裁
」（
群
衆
専
政
）
下
に
お
き
、
目
隠
し

を
し
て
か
ら
繰
り
返
し
強
姦
し
た
。
そ
の
結
果
、
何
人
も
の
女
性
が
妊
娠
さ
せ
ら
れ
た
。
正
蘭
旗
で
は
ア
デ
ィ
ア
と
い

う
二
〇
代
の
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
が
レ
イ
プ
さ
れ
、
そ
の
上
、
長
期
間
リ
ン
チ
さ
れ
つ
づ
け
た
。
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ス
ニ
ト
右
旗
バ
ヤ
ン
ノ
ー
ル
公
社
に
住
む
あ
る
遊
牧
民
は
、
一
九
六
九
年
六
月
二
七
日
に
一
人
で
政
府
に
や
っ
て
き

て
陳
情
し
た
。
彼
に
よ
る
と
、
解
放
前
に
は
国
民
党
の
匪
賊
に
家
族
六
人
の
う
ち
の
三
人
を
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
。
そ

の
た
め
、
彼
は
何
が
あ
っ
て
も
毛
澤
東
主
席
に
つ
い
て
い
こ
う
と
決
心
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
漢
人
た
ち
は
彼
を
裸

に
し
て
リ
ン
チ
し
、
そ
し
て
一
八
、九
歳
の
娘
た
ち
に
見
せ
な
が
ら
、「
毛
主
席
に
謝
罪
し
ろ
」
と
強
要
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ニ
ト
右
旗
バ
ヤ
ン
ノ
ー
ル
公
社
ド
ン
ト
ウ
ス
大
隊
に
住
む
ト
ン
デ
ゲ
は
次
の
よ
う
に
政
府
に
訴
え
た
。

一
九
六
八
年
一
一
月
一
〇
日
、
ト
ン
デ
ゲ
は
「
政
治
学
習
班
」
に
入
れ
ら
れ
、
髪
を
切
ら
れ
た
上
、
同
じ
「
政
治
学
習

班
」
に
い
た
バ
ト
ト
ク
ト
、
デ
レ
ゲ
ル
ら
の
髪
と
ま
ぜ
て
女
性
の
陰
部
の
形
に
編
ま
れ
て
、
侮
辱
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
こ
で
も
ま
た
「
毛
主
席
へ
の
謝
罪
」
を
何
度
も
求
め
ら
れ
た
。

　

同
じ
ス
ニ
ト
右
旗
バ
ヤ
ン
ジ
ュ
リ
ヘ
公
社
バ
ヤ
ン
タ
ラ
大
隊
の
遊
牧
民
ハ
ル
ラ
ー
一
家
四
人
全
員
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル

人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。
漢
人
た
ち
は
彼
ら
を
裸
に
し
て
、
息
子
と
そ
の
母
親
、
義
父
と
嫁
が
性
行
為
を
す
る
よ

う
強
制
し
た
。
侮
辱
に
耐
え
ら
れ
ず
に
、
義
父
は
井
戸
に
身
投
げ
し
て
自
殺
し
、
嫁
は
首
吊
り
自
殺
し
、
息
子
は
刀
で

自
害
し
た
。
そ
し
て
、
残
さ
れ
た
母
親
も
狂
っ
た
。

　

東
ウ
ジ
ム
チ
ン
旗
ボ
ラ
ク
公
社
で
は
、
革
命
的
な
漢
人
大
衆
が
老
齢
の
ツ
ェ
ベ
ク
ジ
ャ
ブ
夫
婦
と
そ
の
息
子
夫
婦
を

逮
捕
し
、
群
衆
の
前
で
息
子
と
そ
の
母
親
、
義
父
と
そ
の
嫁
と
が
性
行
為
を
す
る
よ
う
強
制
し
た
。
一
家
が
抗
議
し
た

と
こ
ろ
、
漢
人
大
衆
は
そ
の
母
親
を
地
面
に
抑
え
て
、
息
子
を
体
の
上
に
乗
せ
た
。
そ
し
て
、
義
父
と
嫁
を
も
同
じ
方

法
で
侮
辱
し
た
。
漢
人
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
蛮
行
を
や
り
な
が
ら
、「
恥
ず
か
し
い
の
か
？
お
前
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
は
昔
か

ら
こ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
」、
と
言
い
な
が
ら
笑
っ
て
い
た
。
ツ
ェ
ベ
ク
ジ
ャ
ブ
の
夫
人
は
家
に
帰
っ
て
ま
も
な
く
自
殺
し

た
。
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二
　
イ
ケ
・
ジ
ョ
ー
盟
の
事
例

　

イ
ケ
・
ジ
ョ
ー
盟
で
は
合
計
一
五
万
人
の
人
々
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。
当
時
、
盟
全
体
の

人
口
は
約
七
四
万
人
で
、
そ
の
う
ち
の
約
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
モ
ン
ゴ
ル
族
は
ほ
ぼ
全
員
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
人

民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。

　

殺
害
さ
れ
た
人
は
一
二
六
〇
人
で
、
五
〇
一
六
人
が
傷
害
を
負
わ
さ
れ
、
二
三
二
二
人
に
身
体
的
な
障
害
が
残
っ
た
。

そ
し
て
、
完
全
に
生
活
能
力
を
失
っ
た
人
は
七
三
九
人
に
達
す
る
。
殺
さ
れ
た
幹
部
の
う
ち
、
一
一
人
が
旗
政
府
の
旗

長
で
、
課
長
級
は
一
五
〇
人
、
生
産
大
隊
や
小
隊
の
長
は
五
〇
〇
人
に
な
る
。
そ
の
う
ち
、
ハ
ン
ギ
ン
旗
の
死
者
は

一
一
八
人
で
、
ウ
ー
シ
ン
旗
は
一
四
九
人
で
あ
る

二
．一
　
政
府
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
虐
殺
の
実
態

　

こ
こ
で
、「
中
国
共
産
党
イ
ケ
・
ジ
ョ
ー
盟
委
員
会
政
策
実
施
委
員
会
（
落
實
政
策
弁
公
室
）」
が
一
九
七
八
年
八
月

五
日
に
出
し
た
『
簡
報
』
内
の
報
告
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

�　

京
字
×
×
×
部
隊
の
一
個
連
隊
が
イ
ケ
・
ジ
ョ
ー
盟
ウ
ー
シ
ン
旗
の
ト
ゥ
ク
（
圖
克
）
公
社
に
駐
屯
し
て
い
る

間
に
、
多
数
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

　
　

�　

ト
ゥ
ク
公
社
の
人
口
は
二
九
六
一
人
で
、
そ
の
う
ち
九
二
九
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
し
て
「
え

ぐ
り
出
さ
れ
た
」。
こ
の
数
字
は
、
全
成
人
人
口
の
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
二
七
〇
人
が
「
犯

人
」
扱
い
さ
れ
、
四
九
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
重
度
の
障
害
が
残
っ
た
者
は
二
七
〇
人
に
な
る
。
漢
人
を
除
い
て
、

共
産
党
員
、
共
産
主
義
青
年
団
員
、
民
兵
に
な
っ
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
全
員
が
「
犯
人
」
と
さ
れ
た
。

　
　

�　

モ
ン
ゴ
ル
人
の
草
原
は
「
大
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
馬
の
放
牧
地
」
だ
と
断
罪
さ
れ
た
。
灌
漑
に
使
う
井
戸
も
「
モ
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ン
ゴ
ル
人
が
ク
ー
デ
タ
ー
の
た
め
に
用
意
し
た
井
戸
だ
」
と
批
判
さ
れ
た
。

　
　

�　

モ
ン
ゴ
ル
人
を
迫
害
す
る
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
隣
の
陜
西
省
か
ら
漢
人
た
ち
を
動
員
し
て
き
た
。
盲
流
と
呼
ば
れ

て
、
目
的
も
な
く
各
地
を
放
浪
し
て
い
た
漢
人
の
フ
ェ
ル
ト
職
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
を
え
ぐ
り
出

す
積
極
分
子
」
と
し
て
登
用
さ
れ
た
。

　
　

�　

人
民
解
放
軍
の
兵
士
た
ち
は
モ
ン
ゴ
ル
人
を
迫
害
す
る
の
に
五
〇
種
以
上
の
刑
罰
を
用
い
た
。
具
体
的
に
は
以

下
の
よ
う
な
残
虐
行
為
が
横
行
し
て
い
た
。

　
　

一
、�

棍
棒
を
燃
や
し
て
真
赤
に
し
て
か
ら
女
性
の
陰
部
や
腹
部
を
焼
い
た
。
被
害
に
あ
っ
た
女
性
は
陰
部
が
破
壊

さ
れ
て
男
性
か
女
性
か
の
区
別
も
つ
か
な
く
な
っ
た
。
腹
部
が
破
ら
れ
て
な
か
の
腸
も
見
え
る
よ
う
に
大
き

な
怪
我
を
負
わ
せ
た
。

　
　

二
、�

牛
皮
で
作
っ
た
鞭
の
先
に
鉄
線
を
付
け
て
人
を
殴
る
。
打
た
れ
る
度
に
皮
膚
が
破
れ
、
血
が
噴
き
出
る
が
、

少
し
も
治
療
を
さ
せ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
打
た
れ
た
人
は
結
局
放
置
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
打
た
れ
て
壁
中

に
散
っ
た
血
の
匂
い
は
長
く
消
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
怪
我
し
た
人
間
の
傷
口
に
塩
を
撒
い
た
り
、
熱
湯
を

か
け
た
り
し
て
、
殺
害
し
た
事
例
も
あ
る
。

　
　

三
、�

太
い
鉄
線
で
人
間
の
頭
部
を
巻
い
て
、
ペ
ン
チ
で
徐
々
に
き
つ
く
し
て
い
き
、
頭
部
を
破
裂
さ
せ
た
事
例
も

あ
る
。

　
　

四
、�「
反
革
命
的
な
犯
人
」
と
さ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
を
燃
え
る
ス
ト
ー
ブ
の
す
ぐ
傍
に
押
さ
え
て
、
長
時
間
に
わ

た
っ
て
焼
い
た
。
真
赤
に
焼
い
た
鉄
の
シ
ョ
ベ
ル
を
人
間
の
頭
の
上
に
お
い
て
焼
き
殺
し
た
実
例
が
あ
る
。

　
　

五
、�

両
手
を
後
ろ
手
に
縛
っ
て
か
ら
梁
の
上
か
ら
吊
る
し
て
脱
臼
さ
せ
た
。
ま
た
、
吊
る
し
上
げ
た
紐
を
ナ
イ
フ

で
切
っ
て
、
地
面
に
叩
き
落
さ
れ
て
死
亡
さ
せ
た
例
が
あ
る
。

　
　

六
、�

モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
を
丸
裸
に
し
て
立
た
せ
、
牛
の
毛
で
作
っ
た
太
い
縄
を
跨
が
せ
て
か
ら
両
側
か
ら
繰
り
返

し
引
っ
張
り
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
の
陰
部
は
ひ
ど
く
破
壊
さ
れ
た
。
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七
、�

人
民
解
放
軍
の
兵
士
た
ち
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
男
を
殺
害
し
て
、
そ
の
妻
を
繰
り
返
し
レ
イ
プ
し
た
。
モ
ン
ゴ

ル
人
少
女
を
強
姦
し
た
事
例
も
あ
る
。

　
　

八
、�

モ
ン
ゴ
ル
人
の
財
産
を
略
奪
し
た
。
あ
る
漢
人
兵
士
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
貴
重
な
腕
時
計
を
奪
っ
た
。
モ
ン
ゴ

ル
人
が
盟
政
府
所
在
地
の
東
勝
ま
で
追
い
か
け
て
ゆ
き
、
返
す
よ
う
に
と
求
め
た
が
、
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ

た
。

　
　

�　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
連
隊
に
良
心
的
な
兵
士
も
い
た
。
そ
の
う
ち
の
二
人
は
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
迫
害
さ
れ
て
い

る
の
に
疑
問
を
示
し
た
こ
と
で
、
た
だ
ち
に
除
隊
の
処
分
を
受
け
た
。

　

以
上
は
中
国
共
産
党
政
府
が
そ
の
発
行
を
一
時
的
に
認
め
て
い
た
資
料
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
で
あ
る
。
こ
の
他
の
実

例
を
見
て
み
よ
う
。

二
．二
　
残
虐
行
為

　

イ
ケ
・
ジ
ョ
ー
盟
エ
ジ
ン
・
ホ
ロ
ー
旗
の
ソ
ブ
ル
ハ
ン
公
社
の
書
記
バ
ー
タ
イ
は
舌
を
切
ら
れ
た
。
東
勝
県
の
副
武

装
部
長
の
陳
福
廷
は
四
七
種
の
刑
罰
を
受
け
、
一
六
回
も
刀
で
刺
さ
れ
た
。

　

既
に
触
れ
た
ウ
ー
シ
ン
旗
ト
ゥ
ク
公
社
の
事
例
だ
が
、
ト
ゥ
ク
公
社
ト
ゥ
グ
ル
ダ
イ
生
産
大
隊
の
漢
人
陳
文
奎
、
馬

藍
芳
夫
妻
は
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
自
宅
へ
連
れ
て
き
て
連
日
昼
夜
に
わ
た
っ
て
拷
問
に
か
け
た
。
こ
の
漢
人
夫
婦
は
五
〇

種
以
上
も
の
リ
ン
チ
法
を
考
え
出
し
て
い
た
。
漢
人
夫
婦
が
直
接
殺
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
は
三
人
で
、
そ
の
外
に
も
三
〇

数
名
に
重
傷
を
負
わ
せ
て
い
る
。

　

漢
人
た
ち
は
ま
た
ウ
ー
シ
ン
旗
ト
ゥ
ク
公
社
ト
ゥ
グ
ル
ダ
イ
生
産
大
隊
の
大
隊
長
の
バ
ト
セ
レ
ン
夫
婦
に
暴
力
を
加

え
、
夫
人
の
お
腹
の
中
に
い
る
胎
児
も
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
だ
」
と
認
め
る
よ
う
強
制
し
た
。

　

ト
ゥ
ク
公
社
メ
イ
リ
ン
・
ス
メ
大
隊
の
書
記
ダ
ン
セ
ン
は
、
口
の
中
に
馬
の
ハ
ミ
を
付
け
ら
れ
た
上
、
漢
人
た
ち
に
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乗
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
ダ
ン
セ
ン
は
刀
で
殺
さ
れ
た
。

　

シ
デ
ィ
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
人
の
家
族
は
、
八
三
歳
の
祖
父
と
生
ま
れ
て
ま
だ
四
三
日
間
し
か
経
っ
て
い
な
い
赤
ん
坊

ま
で
、
一
家
六
人
全
員
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
だ
と
さ
れ
た
。
シ
デ
ィ
の
夫
人
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て
リ

ン
チ
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
赤
ん
坊
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

ト
ゥ
ク
公
社
の
副
書
記
セ
ム
チ
ュ
ク
一
家
は
、
九
歳
に
な
る
女
の
子
だ
け
が
生
き
残
り
、
他
の
家
族
四
人
が
す
べ
て

殺
害
さ
れ
た
。
漢
人
大
衆
と
人
民
解
放
軍
の
兵
士
た
ち
は
「
モ
ン
ゴ
ル
人
が
死
ん
で
い
け
ば
、
食
料
も
節
約
で
き
る
。

内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
が
死
ん
で
い
け
ば
、
我
々
漢
人
の
心
配
も
な
く
な
る
」、
と
話
し
合
っ
て
い
た
。

二
．三
　
性
的
な
虐
待

　

イ
ケ
・
ジ
ョ
ー
盟
の
女
性
幹
部
の
白
秀
珍
（
モ
ン
ゴ
ル
人
）
は
繰
り
返
し
レ
イ
プ
さ
れ
た
挙
句
に
、
鉄
棒
を
陰
部
に

入
れ
ら
れ
、
体
内
が
ひ
ど
く
破
壊
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
女
の
遺
体
は
井
戸
の
な
か
に
捨
て
ら
れ
て
、「
自
殺
」
と
さ
れ

た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
人
の
ト
ゥ
メ
ン
ジ
ャ
ラ
ガ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
を
受
け
た
後
、
そ
の
嫁
の
股
を
く
ぐ
る
よ
う
命
じ
ら
れ

た
。

　

ウ
ー
シ
ン
旗
ト
ゥ
ク
公
社
の
副
書
記
で
、
若
い
女
性
の
チ
ョ
ロ
モ
ン
は
丸
裸
に
さ
れ
て
か
ら
、
連
続
五
昼
夜
に
わ
た
っ

て
リ
ン
チ
さ
れ
つ
づ
け
た
。
同
じ
く
ウ
ー
シ
ン
旗
ト
ゥ
ク
公
社
の
幹
部
ド
ン
ル
プ
は
一
二
種
の
暴
力
を
受
け
て
吐
血
し

た
。
そ
れ
で
も
、
ド
ン
ル
プ
に
ロ
バ
や
ブ
タ
な
ど
と
の
性
行
為
を
強
制
し
た
。
そ
し
て
、
ロ
バ
や
ブ
タ
の
真
似
を
さ
せ
、

「
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
畜
生
だ
」
と
罵
倒
し
て
い
た
。



29

三
　
ウ
ラ
ー
ン
チ
ャ
ブ
盟
の
実
例

　
ウ
ラ
ー
ン
チ
ャ
ブ
盟
に
は
一
九
七
〇
年
代
初
期
に
約
五
万
七
〇
〇
〇
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
二
百
七
〇
万
人
の
漢
人
大

衆
が
住
ん
で
い
た
。
一
九
六
七
年
に
お
け
る
人
口
構
成
比
も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。（
楊
海
英
）

　

ウ
ラ
ー
ン
チ
ャ
ブ
盟
の
犠
牲
者
は
死
者
が
一
六
八
六
人
で
、
負
傷
者
は
八
六
二
八
人
で
、
身
体
に
障
害
が
残
っ
た
者

は
四
六
五
〇
人
に
達
す
る
。
そ
の
う
ち
、
チ
ャ
ハ
ル
右
翼
後
旗
で
は
二
〇
〇
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
こ
の

旗
の
ウ
ラ
ー
ン
ハ
ダ
公
社
サ
イ
ハ
ン
タ
ラ
生
産
大
隊
で
は
、「
解
放
軍
毛
澤
東
思
想
宣
伝
隊
」
や
漢
人
の
「
貧
下
中
農
毛

澤
東
思
想
宣
伝
隊
」
の
指
揮
下
で
、
一
八
日
間
で
一
八
人
が
殺
さ
れ
、
三
三
人
が
重
傷
を
負
っ
た
。
平
均
し
て
、
毎
日

一
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
殺
害
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
残
虐
な
殺
戮
を
働
い
た
「
解
放
軍
毛
澤
東
思
想
宣
伝
隊
」
や

「
貧
下
中
農
毛
澤
東
思
想
宣
伝
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
例
外
な
く
内
モ
ン
ゴ
ル
の
外
か
ら
や
っ
て
き
た
漢
人
た
ち
で
あ

る
。
ま
た
、
漢
族
の
知
識
青
年
や
目
的
も
な
く
放
浪
し
て
い
た
漢
人
た
ち
（
盲
流
）
も
積
極
的
に
加
わ
っ
て
い
た
。

三
．一
　
残
虐
行
為

　

ウ
ラ
ー
ン
チ
ャ
ブ
盟
盟
政
府
計
画
委
員
会
の
ビ
リ
ク
ト
は
、
漢
人
た
ち
に
ペ
ン
チ
で
歯
を
む
り
や
り
に
抜
か
れ
た
上
、

鼻
と
舌
も
切
除
さ
れ
た
。
ビ
リ
ク
ト
は
結
局
敗
血
症
で
亡
く
な
っ
た
。

　

チ
ャ
ハ
ル
右
翼
前
旗
煤
�
公
社
バ
ヤ
ン
生
産
大
隊
に
は
合
計
三
七
戸
、
一
四
六
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
住
ん
で
い
た
。

そ
の
う
ち
の
八
八
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、
一
七
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
同
旗
の
サ
イ
ハ
ン
ウ
ス

公
社
の
三
四
戸
一
五
五
人
の
住
民
の
う
ち
、
二
十
歳
以
上
の
モ
ン
ゴ
ル
人
は
全
員
が
「
民
族
分
裂
主
義
者
」
と
さ
れ
、

一
〇
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

　

四
子
王
旗
チ
ョ
ク
ト
公
社
の
治
安
保
衛
主
任
の
モ
ン
ゴ
ル
人
を
殺
害
し
た
後
、
漢
人
た
ち
は
彼
の
遺
体
を
隠
し
て
、
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「
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
へ
逃
亡
し
た
」
と
発
表
し
、
そ
の
家
族
を
も
捕
ま
え
て
き
て
リ
ン
チ
を
加
え
た
。
し
ば
ら
く

経
っ
て
か
ら
、
殺
害
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
遺
体
が
雪
の
な
か
か
ら
見
つ
か
っ
た
が
、
野
犬
に
食
わ
れ
て
い
た
。

　

同
じ
四
子
王
旗
の
郵
便
局
に
勤
め
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
ボ
ル
ジ
ョ
は
「
民
族
分
裂
主
義
者
集
団
の
内
モ
ン
ゴ
ル
人

民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
て
逮
捕
さ
れ
た
。
家
屋
の
梁
か
ら
吊
る
さ
れ
た
彼
の
体
に
は
更
に
三
五
キ
ロ
も
あ
る
石
が
ぶ
ら

下
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
体
に
強
い
電
流
が
通
さ
れ
て
精
神
的
に
異
常
と
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
二
月
、
彼
に
繰
り
返

し
暴
力
を
振
る
っ
て
い
た
漢
人
の
劉
玉
柏
、
尤
学
忠
が
フ
フ
ホ
ト
の
病
院
に
連
れ
て
行
く
と
称
し
て
連
れ
出
し
た
が
、

行
方
不
明
と
な
っ
た
と
し
て
帰
っ
て
き
た
。
ボ
ル
ジ
ョ
の
母
親
が
息
子
を
一
目
見
よ
う
と
し
て
遥
々
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部

の
ク
レ
ー
旗
か
ら
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
ま
た
も
や
漢
人
た
ち
に
批
判
闘
争
大
会
に
連
れ
て
行
か
れ
、
暴
力
を
振
る
わ

れ
た
。

　

四
子
王
旗
で
は
、
親
が
逮
捕
さ
れ
た
た
め
に
、
残
さ
れ
た
幼
い
子
ど
も
が
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
起
こ
そ
う
と
し
て
火
事

と
な
っ
て
焼
死
し
て
し
ま
っ
た
例
が
あ
る
。
ま
た
、
若
者
が
逮
捕
さ
れ
た
た
め
に
、
体
の
不
自
由
な
老
人
が
凍
死
し
た

実
例
も
あ
る
。

三
．二
　
性
的
な
虐
待

　

ウ
ラ
ー
ン
チ
ャ
ブ
盟
共
産
党
学
校
の
教
育
長
ル
ー
イ
（
如
意
）
は
、
生
殖
器
に
紐
を
付
け
ら
れ
て
、
無
理
や
り
に
引
っ

張
ら
れ
て
、
完
全
に
ち
ぎ
ら
れ
た
。

　

集
寧
市
�
条
（
熔
接
）
工
場
の
書
記
で
、
女
性
の
韓
淑
英
は
裸
に
さ
れ
て
か
ら
、
陰
部
の
毛
を
ペ
ン
チ
で
む
し
り
と

ら
れ
た
。

　

四
子
王
旗
バ
ヤ
ン
オ
ボ
ー
公
社
で
は
、
公
社
書
記
の
ノ
ル
ブ
ジ
ャ
ム
ソ
が
郵
便
局
に
勤
め
る
漢
人
の
潘
秀
玉
に
よ
っ

て
刀
で
背
中
を
大
き
く
切
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
傷
口
に
は
大
量
の
塩
を
入
れ
ら
れ
、
更
に
体
中
を
鉄
の
ア
イ
ロ
ン
で
痛

め
つ
け
ら
れ
た
。
ノ
ル
ブ
ジ
ャ
ム
ソ
が
殺
害
さ
れ
た
後
、
そ
の
夫
人
の
ド
ル
ジ
ソ
ー
は
漢
人
た
ち
に
何
回
も
レ
イ
プ
さ
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れ
た
。
そ
し
て
、
熱
く
焼
い
た
鉄
棒
を
陰
部
に
入
れ
ら
れ
て
、
殺
害
さ
れ
た
。
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
五
ヶ
月
未
満
の

赤
ん
坊
も
面
倒
を
見
る
人
が
い
な
く
、
凍
死
し
た
。

　

同
じ
四
子
王
旗
バ
ヤ
ン
オ
ボ
ー
公
社
で
は
、
公
社
の
秘
書
を
や
っ
て
い
た
若
い
モ
ン
ゴ
ル
人
夫
婦
は
刀
で
体
中
を
傷

つ
け
ら
れ
て
か
ら
、
傷
口
に
塩
を
撒
か
れ
た
。
夫
の
死
後
に
は
夫
人
が
漢
人
た
ち
に
レ
イ
プ
さ
れ
、
陰
部
が
火
で
焼
か

れ
た
。
夫
人
の
死
後
、
残
さ
れ
た
赤
ん
坊
は
ま
だ
母
親
の
死
を
知
ら
ず
に
、
そ
の
乳
房
を
吸
っ
て
い
た
。

　

卓
資
県
で
は
一
万
三
〇
〇
〇
人
も
の
人
々
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、
九
五
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

残
忍
な
虐
待
方
法
は
一
七
〇
種
以
上
に
な
り
、
多
く
の
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
た
ち
が
レ
イ
プ
さ
れ
た
。
馬
連
壩
大
隊
の
書

記
の
夫
人
は
四
〇
人
に
繰
り
返
し
強
姦
さ
れ
た
。
劉
光
窖
大
隊
で
も
若
い
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
が
レ
イ
プ
さ
れ
た
。

　

涼
城
県
人
民
代
表
大
会
の
主
任
ナ
ム
ス
ラ
イ
が
漢
人
た
ち
に
殺
害
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
夫
人
も
井
戸
に
身
投
げ
し
て

自
殺
し
た
。
残
さ
れ
た
一
六
歳
の
娘
は
ド
ー
タ
グ
ラ
と
い
う
。
一
九
六
九
年
五
月
以
降
に
、
彼
女
も
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち

が
作
っ
た
「
寡
婦
陳
情
団
」
に
加
わ
っ
て
フ
フ
ホ
ト
市
へ
上
告
に
来
て
い
た
。
し
か
し
、
漢
人
た
ち
は
「
寡
婦
団
の
な

か
に
娘
が
い
る
」、
と
言
っ
て
彼
女
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
た
。

三
．三
　
強
制
移
住

　

強
制
移
住
は
だ
い
た
い
夜
に
人
民
解
放
軍
の
兵
士
た
ち
が
突
然
や
っ
て
き
て
命
令
を
出
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
全
員
を

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
人
民
公
社
の
本
部
に
無
理
や
り
に
連
れ
て
行
か
れ
る
、
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

人
民
公
社
の
本
部
で
初
め
て
強
制
移
住
が
伝
え
ら
れ
て
、
す
ぐ
に
実
施
に
移
さ
れ
て
い
た
。
簡
単
な
生
活
用
品
以
外
は

何
も
持
っ
て
い
け
な
か
っ
た
。
家
畜
や
家
屋
、
そ
し
て
家
財
道
具
類
な
ど
は
す
べ
て
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ウ

ラ
ー
ン
チ
ャ
ブ
盟
だ
け
で
も
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
の
財
産
の
損
失
額
は
四
二
万
元
に
達
す
る
。

　

チ
ャ
ハ
ル
右
翼
後
旗
で
も
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
に
近
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
七
五
戸
が
内
地
へ
強

制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
農
耕
地
帯
の
漢
人
た
ち
が
彼
ら
の
草
原
に
入
っ
て
住
み
着
い
た
。
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四
　
バ
ヤ
ン
ノ
ー
ル
盟
の
事
例

　
大
虐
殺
が
始
ま
っ
た
一
九
六
七
年
の
バ
ヤ
ン
ノ
ー
ル
盟
に
お
け
る
人
口
統
計
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
七
〇
年
代
初

期
に
は
、
約
三
万
九
〇
〇
〇
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
と
百
一
八
万
人
の
漢
人
が
い
た
。（
楊
海
英
）

　

バ
ヤ
ン
ノ
ー
ル
盟
で
は
全
部
で
八
四
一
五
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、
三
六
三
人
が
殺
害
さ
れ

た
。
重
傷
者
は
三
六
〇
八
人
で
あ
る
。
こ
の
盟
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
か
ら
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
も
「
反
革
命
的

な
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。

四
．一
　
残
虐
行
為

　

国
境
に
近
い
ウ
ラ
ト
中
後
連
合
旗
で
サ
ン
ゲ
ン
ダ
ラ
イ
公
社
の
モ
ン
ゴ
ル
人
ダ
ム
バ
夫
婦
が
殺
害
さ
れ
た
後
、
四
人

の
子
ど
も
が
残
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
水
死
し
、
一
人
が
凍
死
し
、
も
う
一
人
も
精
神
的
に
異
常
を
き
た
し
て

亡
く
な
っ
た
。
最
後
に
残
っ
た
た
だ
一
人
の
子
ど
も
は
親
戚
の
者
が
面
倒
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
じ
旗
の
呉
清
雲
は
舌
を
切
ら
れ
た
。
呉
は
東
北
の
遼
寧
省
出
身
の
モ
ン
ゴ
ル
人
だ
っ
た
。

　

盟
政
府
統
一
戦
線
部
の
部
長
ソ
ド
プ
は
生
き
た
ま
ま
頭
部
に
釘
を
打
ち
込
ま
れ
た
。
脳
神
経
に
達
し
て
い
た
た
め
、

手
術
も
出
来
ず
に
薬
で
延
命
し
て
い
た
。

　

四
子
王
旗
の
バ
ヤ
ン
オ
ボ
ー
公
社
ダ
ラ
イ
生
産
大
隊
に
は
合
計
二
三
戸
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
い
た
。
そ
の
う
ち
の
二
一

戸
が
一
九
六
九
年
九
月
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
ら
が
去
っ
た
後
に
は
、
五
七
戸
の
漢
人
た
ち
が
入
植
し
た
。
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四
．二
　
性
的
虐
待

　

チ
ョ
ク
（
潮
格
）
旗
の
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
は
リ
ン
チ
さ
れ
て
い
る
間
に
そ
の
夫
人
と
娘
が
漢
人
た
ち
に
レ
イ
プ
さ
れ

た
。
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
人
も
や
が
て
死
亡
し
た
。
同
じ
旗
の
ウ
リ
ジ
公
社
の
デ
レ
ゲ
ル
バ
ト
は
一
〇
数
ヶ
月
間
に
わ
た
っ

て
幽
閉
さ
れ
、
繰
り
返
し
リ
ン
チ
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
家
の
財
産
は
略
奪
さ
れ
、
夫
人
と
娘
は
漢
人
の
章
愛
良
に
繰
り

返
し
レ
イ
プ
さ
れ
た
。
夫
人
は
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。

四
．三
　
軍
事
管
理

　

ウ
ラ
ト
中
後
連
合
旗
バ
イ
ン
公
社
イ
ケ
・
ボ
ラ
ク
生
産
大
隊
で
は
、
六
〇
戸
の
人
が
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の

漢
人
一
五
戸
を
除
い
て
、
す
べ
て
「
信
用
で
き
な
い
モ
ン
ゴ
ル
人
」
と
さ
れ
、
厳
し
い
軍
事
管
理
下
に
お
か
れ
て
い
た
。

五
　
ジ
ェ
リ
ム
盟
の
事
例

　

ジ
ェ
リ
ム
盟
で
は
計
四
万
八
五
〇
〇
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、
三
九
〇
〇
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

一
万
四
〇
〇
〇
人
が
重
傷
を
負
わ
さ
れ
た
。

　

ジ
ェ
リ
ム
盟
に
駐
屯
す
る
人
民
解
放
軍
の
趙
玉
温
司
令
官
は
次
の
よ
う
に
共
産
党
大
会
で
演
説
し
て
い
た
。

　
　

�　

ジ
ェ
リ
ム
盟
の
敵
は
多
い
。
モ
ン
ゴ
ル
人
だ
け
で
七
〇
万
人
も
い
る
。
ジ
ェ
リ
ム
盟
は
社
会
情
勢
が
複
雑
だ
。

ウ
ラ
ー
ン
フ
の
勢
力
が
強
い
。
ジ
ェ
リ
ム
盟
は
大
ス
パ
イ
、
た
く
さ
ん
の
裏
切
り
者
た
ち
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
だ
。

　

趙
玉
温
司
令
官
は
ま
た
漢
人
地
域
か
ら
大
量
の
漢
人
農
民
を
集
め
て
、「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
は
馬
鹿
で
、
岳
飛
こ
そ

本
当
の
英
雄
だ
。
宋
代
の
岳
飛
の
よ
う
に
韃タ

ー
ス子
た
ち
を
や
っ
つ
け
よ
う
」
と
話
し
た
。「
韃タ
ー
ス子
」
と
は
漢
人
た
ち
が
使
う
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モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
す
る
蔑
称
で
あ
る
。

　

趙
玉
温
司
令
官
は
ジ
ェ
リ
ム
盟
に
「
烏
・
石
・
雲
反
党
叛
国
集
団
」
が
い
る
と
し
て
、
多
く
の
人
々
を
拷
問
に
か
け

た
。
い
わ
ゆ
る
「
烏
・
石
・
雲
反
党
叛
国
集
団
」
の
「
烏
」
は
烏
蘭
夫
す
な
わ
ち
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
こ
と
で
、「
石
」
は
石

光
華
で
、「
雲
」
は
雲
曙
碧
の
略
で
あ
る
。
雲
曙
碧
は
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
娘
で
、
石
光
華
は
そ
の
夫
で
あ
る
。
趙
司
令
官
は

言
っ
た
。「
ジ
ェ
リ
ム
盟
は
も
っ
と
も
反
動
的
な
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
は
偉
大
な
祖
国
と
共
産
党
に
反
対
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人

た
ち
の
前
哨
基
地
だ
」。

　

趙
司
令
官
た
ち
は
ジ
ェ
リ
ム
盟
の
一
四
人
か
ら
な
る
政
府
委
員
会
の
う
ち
の
一
一
人
を
逮
捕
し
、
そ
の
う
ち
の
二
人

が
殺
害
さ
れ
た
。
石
光
華
と
雲
曙
碧
夫
婦
、
そ
れ
か
ら
書
記
の
サ
イ
ン
バ
ヤ
ル
ら
を
長
期
に
わ
た
っ
て
監
禁
し
、
あ
ら

ゆ
る
方
法
で
虐
待
し
つ
づ
け
た
。

五
．一
　
残
虐
行
為

　

人
民
解
放
軍
の
趙
玉
温
司
令
官
の
動
員
も
あ
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
社
会
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ジ
ェ
リ

ム
盟
軍
事
管
理
委
員
会
の
漢
人
李
国
珍
と
杜
誠
ら
は
鞭
を
持
っ
て
「
学
習
班
」
に
強
制
収
容
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち

に
暴
力
を
振
る
っ
た
。
そ
し
て
、「
革
命
は
飯
を
食
っ
た
り
し
て
宴
会
を
開
い
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
敵
を
打
倒
す

る
も
の
だ
」
と
暴
言
を
吐
い
て
い
た
。
盟
政
府
の
裁
判
所
や
検
察
、
公
安
に
勤
め
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
八
一
人
の
う
ち
、

五
七
名
が
「
祖
国
と
人
民
に
対
し
て
罪
を
犯
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。

　

趙
玉
温
司
令
官
ら
は
以
下
の
よ
う
な
残
忍
な
方
法
で
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
虐
待
し
た
。

　
　

ス
ト
ー
ブ
で
焼
く

　
　

体
に
電
気
を
通
す

　
　

生
き
た
ま
ま
の
人
間
の
生
皮
を
剥
ぐ
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顔
に
字
を
焼
き
付
け
る

　
　

頭
部
に
釘
を
打
ち
込
む

　
　

冬
に
裸
に
し
て
か
ら
外
で
凍
ら
せ
る

　

ホ
ル
チ
ン
左
翼
中
旗
で
は
、
科
長
級
以
上
の
モ
ン
ゴ
ル
人
幹
部
二
一
〇
人
の
う
ち
の
一
九
〇
人
が
「
反
革
命
的
な
内

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。
旗
の
運
輸
セ
ン
タ
ー
の
モ
ン
ゴ
ル
人
二
六
名
の
う
ち
、
二
三
人
が
「
内
モ
ン

ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
モ
ン
タ
公
社
の
韓
珍
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
人
が
た
く
さ
ん
木
を
植
え
た
こ

と
か
ら
、「
ウ
ラ
ー
ン
フ
が
祖
国
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
時
に
使
う
駒
つ
な
ぎ
を
用
意
し
た
」
と
の
罪
が
冠
さ
れ
た
。

彼
が
自
宅
に
保
存
し
て
い
た
食
糧
も
「
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
反
乱
軍
に
準
備
し
た
軍
用
の
食
料
だ
」
と
断
罪
さ
れ
た
。

　

ホ
ル
チ
ン
右
翼
中
旗
の
書
記
ケ
ン
ソ
ー
を
殴
り
殺
し
た
後
、
そ
の
内
臓
を
取
り
出
し
て
便
所
に
捨
て
た
。
そ
し
て
、

ケ
ン
ソ
ー
の
頭
蓋
骨
に
小
便
を
か
け
て
侮
辱
し
た
。

　

既
に
文
化
大
革
命
以
前
に
死
去
し
て
い
た
者
ま
で
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
ホ
ル

チ
ン
左
翼
中
旗
で
は
、
以
前
に
亡
く
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
ポ
ー
シ
ョ
ー
シ
ン
ガ
の
墓
が
漢
人
た
ち
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の

遺
体
が
引
き
出
さ
れ
て
侮
辱
さ
れ
た
。

　

ホ
ル
チ
ン
左
翼
中
旗
の
巨
流
河
牧
場
で
は
趙
玉
温
司
令
官
が
自
ら
指
揮
を
取
り
、
一
七
〇
〇
名
い
た
職
員
の
な
か
か

ら
一
七
〇
名
を
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
断
罪
し
、
そ
の
う
ち
の
三
一
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

　
『
ジ
ェ
リ
ム
報
』
と
い
う
新
聞
社
で
は
三
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
殺
さ
れ
た
。

　

ジ
ェ
リ
ム
軍
区
に
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
将
校
た
ち
も
粛
清
さ
れ
た
。
政
治
委
員
の
ア
グ
ダ
ム
、
副
司
令
官
の
フ
フ
ハ
ダ
、

参
謀
長
の
バ
ダ
ラ
ン
グ
イ
な
ど
二
九
人
が
殺
害
さ
れ
た
。
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人
民
解
放
軍
の
趙
玉
温
司
令
ら
は
以
下
の
よ
う
に
女
性
た
ち
を
虐
待
し
た
。

　
　

集
団
レ
イ
プ

　
　

陰
部
を
鉄
で
焼
く

　
　

陰
部
を
空
気
入
れ
で
膨
ら
ま
せ
る

　
　

…
…

　

彼
ら
が
強
姦
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
た
ち
の
な
か
に
は
、
一
〇
代
の
少
女
も
含
ま
れ
て
い
た
。
レ
イ
プ
後
に
殺
害
さ

れ
た
女
性
の
遺
体
に
赤
ん
坊
が
抱
き
つ
い
て
、
離
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

五
．三
　
母
国
語
の
使
用
禁
止

　

人
民
解
放
軍
の
趙
玉
温
司
令
官
は
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
に
対
し
、「
お
前
ら
は
ロ
バ
の
言
葉
を
話
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

指
示
し
て
い
た
。
ロ
バ
と
は
漢
人
た
ち
が
使
う
悪
罵
で
あ
る
。

　

趙
玉
温
司
令
は
あ
る
日
ま
た
、「
ジ
ェ
リ
ム
盟
で
は
五
万
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
え
ぐ
り
出
し
た
が
、
ま
だ
足
り
な

い
」、
と
指
示
し
た
。
彼
の
命
令
で
、
ジ
ェ
リ
ム
盟
に
お
け
る
虐
殺
は
数
年
間
続
い
た
。

六
　
フ
ル
ン
バ
イ
ル
盟
の
場
合

　
文
化
大
革
命
が
発
動
さ
れ
た
時
の
フ
ル
ン
バ
イ
ル
盟
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
族
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
私
の
手
元
に
デ
ー

タ
が
な
い
。
た
だ
し
、
一
九
六
四
年
の
時
点
で
、
フ
ル
ン
バ
イ
ル
盟
に
は
約
一
六
万
一
〇
〇
〇
人
の
少
数
民
族
が
居
住

し
て
い
た
と
い
う
統
計
資
料
が
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の
他
に
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
、
エ
ベ
ン
キ
族
、
ダ
ウ
ー
ル
族
（
ダ
ウ
ー

五
．二
　
性
的
な
虐
待



37

六
．一
　
残
虐
行
為

　

フ
ル
ン
バ
イ
ル
盟
の
商
店
の
な
か
に
は
、
次
の
よ
う
な
看
板
が
あ
っ
た
。

　
　

�

こ
ら
！
お
前
は
内
人
党
だ
。
さ
っ
さ
と
登
録
し
な
さ
い
。
内
人
党
員
の
お
前
よ
、
登
録
せ
！
登
録
せ
‼
登
録
せ
!!!

　

ま
た
、
バ
ス
の
入
り
口
に
も
「
内
人
党
員
は
即
刻
登
録
せ
よ
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
マ
ン
チ
ュ
ー
リ
（
満
洲
里
）
の

理
髪
店
内
で
は
、
鏡
に
「
お
前
は
内
人
党
員
だ
ろ
う
！
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
モ
ン

ゴ
ル
人
た
ち
に
心
理
的
・
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
た
。

　

モ
リ
ン
ダ
ワ
ー
旗
の
漢
人
指
導
者
は
、「
二
週
間
頑
張
っ
て
、
ダ
ウ
ー
ル
人
た
ち
を
全
滅
さ
せ
よ
う
」
と
指
示
し
て
い

た
。
ダ
ウ
ー
ル
は
モ
ン
ゴ
ル
族
と
特
別
な
関
係
に
あ
る
民
族
だ
。
旗
の
政
府
委
員
会
を
構
成
し
て
い
た
二
二
名
の
委
員

の
う
ち
、
一
二
名
の
ダ
ウ
ー
ル
人
が
全
員
、「
祖
国
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
し
た
統
一
党
」
の
党
員
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
旗

内
一
七
の
公
社
に
一
九
〇
名
の
ダ
ウ
ー
ル
族
幹
部
が
い
た
が
、
八
五
名
が
「
統
一
党
」
の
メ
ン
バ
ー
と
さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
、「
統
一
党
」
も
完
全
に
デ
ッ
チ
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
人
た
ち
は
、「
お
前
ら
韃
子
は
モ
ン
ゴ
ル
修
正
主
義

者
の
国
に
投
降
し
、
牛
乳
を
飲
ん
で
我
々
漢
人
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
ふ
ら
し
て
い
た
。

　

盟
の
な
か
の
エ
ル
グ
ナ
河
流
域
に
は
三
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
ロ
シ
ア
族
が
住
ん
で
い
た
。
彼
ら
と
漢
族
や
ほ
か
の
民
族

と
の
通
婚
も
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
う
ち
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
「
祖
国
を
裏
切
る
反
革
命
集
団
」
に

ル
・
モ
ン
ゴ
ル
族
）、
ロ
シ
ア
族
な
ど
が
い
た
。（
楊
海
英
）

　

フ
ル
ン
バ
イ
ル
盟
で
は
合
計
四
万
八
五
〇
〇
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、
一
万
四
三
二
九
人
が

逮
捕
さ
れ
、
二
三
〇
七
人
が
残
忍
な
方
法
で
殺
害
さ
れ
た
。
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カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。「
鼻
が
大
き
い
」、「
混
血
児
」
な
ど
と
言
っ
て
虐
め
た
だ
け
で
な
く
、
か
れ
ら
の
母
語
ロ
シ
ア
語
が

禁
止
さ
れ
、
民
族
衣
装
の
着
用
も
禁
じ
ら
れ
た
。

　

大
興
安
嶺
の
山
中
に
人
口
約
一
〇
一
五
名
の
小
さ
な
民
族
、
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
が
住
ん
で
い
た
。
彼
ら
も
モ
ン
ゴ
ル
と

特
別
な
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
全
人
口
の
二
割
に
近
い
一
九
二
名
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。
漢

人
た
ち
は
彼
ら
を
車
に
縛
り
つ
け
て
殴
り
な
が
ら
、「
お
前
ら
は
畜
生
だ
、
こ
れ
は
お
前
ら
の
最
期
だ
」
と
言
っ
て
侮
辱

し
て
い
た
。
ま
た
、「
一
人
の
韃
子
を
殺
せ
ば
好
漢
で
、
一
〇
人
殺
し
た
ら
英
雄
だ
」
と
言
っ
て
お
互
い
を
励
ま
し
合
っ

て
い
た
。

　

ハ
イ
ラ
ル
市
の
近
郊
に
あ
る
エ
ベ
ン
キ
族
自
治
旗
は
エ
ベ
ン
キ
族
の
集
中
居
住
地
で
あ
る
。
エ
ベ
ン
キ
人
た
ち
も
歴

史
的
に
モ
ン
ゴ
ル
人
と
親
し
く
、
み
ん
な
モ
ン
ゴ
ル
語
を
話
す
。
こ
の
旗
で
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
エ
ベ
ン
キ
人
の
幹
部

た
ち
が
あ
り
も
し
な
い
「
統
一
党
」
員
と
さ
れ
た
。
書
記
の
ト
ゥ
メ
ン
バ
ヤ
ル
、
旗
長
の
ウ
ニ
ン
マ
ン
ド
ラ
ー
を
は
じ

め
、
二
〇
人
の
幹
部
た
ち
が
殺
害
さ
れ
た
。

　

ホ
ル
チ
ン
右
翼
中
旗（

５
）に

は
六
六
の
共
産
党
の
支
部
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
四
四
の
支
部
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民

革
命
党
支
部
」
と
さ
れ
た
。

　

ホ
ル
チ
ン
右
翼
前
旗
で
は
一
万
人
以
上
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、　

五
〇
〇
人
以

上
が
殺
害
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
以
下
の
よ
う
な
残
忍
な
方
法
が
取
ら
れ
た
。

　
　

ス
ト
ー
ブ
で
焼
き
殺
す
：
坐
火
炉

　
　

電
気
で
シ
ョ
ッ
ク
死
さ
せ
る
：
過
電

　
　

熱
湯
を
全
身
に
か
け
る
：
開
水
澆
身

　
　

肛
門
に
空
気
を
入
れ
る
：
肛
門
打
気

　
　

…
…
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ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
を
集
団
で
レ
イ
プ
し
、
乳
房
を
焼
く
な
ど
の
性
的
な
虐
待
も
横
行
し
た
。「
反
革
命
分
子
」

や
「
民
族
分
裂
者
」
と
さ
れ
た
者
の
身
体
に
は
「
内
人
党
」
と
い
う
三
文
字
が
線
香
で
焼
か
れ
た
。「
内
人
党
」
と
は

「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
」
の
略
称
で
あ
る
。

　

次
の
よ
う
な
悲
惨
な
出
来
事
も
あ
っ
た
。

　

旗
内
の
ホ
リ
ン
（
好
仁
）
公
社
の
あ
る
小
学
校
教
師
が
「
人
民
解
放
軍
毛
澤
東
思
想
宣
伝
隊
」
に
殺
害
さ
れ
た
。
そ

の
教
師
の
父
親
が
激
怒
し
て
息
子
の
頭
と
血
の
つ
い
た
衣
類
を
持
参
し
て
人
民
解
放
軍
の
幹
部
た
ち
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、

無
視
さ
れ
た
。
漢
人
兵
士
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
人
を
虐
殺
す
る
こ
と
は
、「
人
民
の
敵
を
一
掃
す
る
作
戦
」
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
同
情
も
憐
憫
も
何
も
な
か
っ
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
殺
害
す
る
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
殺
害
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
の
墓
の
上
に
は
、「
ウ

ラ
ー
ン
フ
の
頑
迷
な
追
随
者
（
烏
蘭
夫
死
党
分
子
）」
と
い
う
白
い
幡
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
漢
人
社
会
特
有
の
、

亡
く
な
っ
た
人
を
侮
蔑
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

ジ
ャ
ラ
イ
ト
旗
ア
ラ
タ
ル
ト
公
社
に
住
む
モ
ン
ゴ
ル
人
の
メ
ル
ゲ
セ
は
既
に
六
二
歳
に
な
っ
て
お
り
、「
中
華
全
国
の

労
働
模
範
」
だ
っ
た
。
ソ
連
や
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
訪
問
し
た
際
に
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
と
遇
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、
二
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
、
蹂
躪
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
ひ
ど
か
っ

た
の
は
、
連
続
五
昼
夜
も
拷
問
し
、
一
〇
種
以
上
の
リ
ン
チ
方
法
が
使
わ
れ
た
。

（
５
）�　
現
在
の
ホ
ル
チ
ン
右
翼
中
旗
は
興
安
盟
の
一
部
で
あ
る
が
、
文
化
大
革
命
中
は
フ
ル
ン
バ
イ
ル
盟
に
属
し
て
い
た
。
ま
た
、
ホ
ル
チ
ン
右
翼

前
旗
、
ジ
ャ
ラ
イ
ト
旗
も
同
様
で
あ
る
。

六
．二
　
母
国
語
の
禁
止

　

フ
ル
ン
バ
イ
ル
盟
モ
リ
ン
ダ
ワ
ー
旗
に
駐
屯
す
る
解
放
軍
の
兵
士
は
、「
ロ
バ
の
言
葉
、
畜
生
の
言
葉
を
話
し
て
は
な
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七
．一
　
残
虐
行
為

　

バ
ー
リ
ン
右
旗
バ
ヤ
ン
ハ
ー
ン
公
社
に
は
約
三
〇
〇
〇
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
三
六
四

名
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
た
。
漢
人
た
ち
は
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
は
モ
ン
ゴ
ル
人
だ
け

か
ら
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
我
々
漢
人
の
首
を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
」、
と
言
い
ふ
ら
し
、
デ
マ
を
広
げ
て
虐
殺
を
断
行

し
て
い
た
。

　

同
じ
く
バ
ー
リ
ン
右
旗
エ
ヘ
・
ノ
ー
ル
公
社
の
書
記
ラ
ブ
ジ
ャ
イ
は
、
頭
部
に
釘
を
四
本
も
打
た
れ
て
、
そ
の
上
で

一
二
日
間
も
批
判
闘
争
さ
れ
た
。

七
．二
　
性
的
な
犯
罪

　

バ
ー
リ
ン
右
旗
バ
ヤ
ン
ウ
ー
ラ
公
社
の
獣
医
セ
ン
タ
ー
の
ホ
チ
ト
は
生
き
た
ま
ま
に
埋
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
の

一
八
歳
に
な
る
娘
は
漢
人
た
ち
に
輪
姦
さ
れ
た
。
バ
ヤ
ン
ハ
ー
ン
公
社
の
女
性
ス
チ
ン
ゴ
ワ
は
妊
娠
六
ヶ
月
だ
っ
た
が
、

批
判
闘
争
さ
れ
て
双
子
を
流
産
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
人
女
性
た
ち
に
「
私
は
牝
ロ
バ
で
す
」
と
自
称
す

ら
な
い
」
と
言
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
や
ダ
ウ
ー
ル
人
た
ち
が
母
国
語
で
話
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
。

七
　
ジ
ョ
ー
ウ
ダ
盟
（
今
日
の
赤
峰
市
）
の
状
況

　

ジ
ョ
ー
ウ
ダ
盟
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
「
反
革
命
的
な
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と

さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
九
年
春
に
中
国
共
産
党
第
九
回
全
国
大
会
が
開
か
れ
た
時
に
、
こ
の
盟
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
代
表

を
選
ぼ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、「
反
革
命
分
子
」
や
「
分
裂
主
義
者
」
以
外
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
い
な
か
っ
た
事
実
は
、
当
時

の
悲
惨
な
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
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内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
最
西
端
の
ア
ラ
シ
ャ
ン
地
域
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
当
時
、
一
部
が
甘
粛
省
に
、
も
う
一
部
は

寧
夏
回
族
自
治
区
に
編
入
さ
れ
て
い
た
。
中
国
政
府
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
住
む
と
こ
ろ
を
ば
ら
ば
ら
に
分
割
し
て
、
そ
の

勢
力
を
弱
め
よ
う
と
し
て
い
た
政
策
の
結
果
で
あ
る
。

　

ア
ラ
シ
ャ
ン
地
域
に
は
モ
ン
ゴ
ル
の
古
い
部
族
の
一
つ
、「
ト
ル
グ
ー
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
部
」
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
た

め
、
文
化
大
革
命
中
は
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
が
「
ト
ル
グ
ー
ト
党
」
を
作
っ
て
、「
祖
国
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
断
罪
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ト
ル
グ
ー
ト
党
も
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
の
一
変
種
」
と
さ
れ
た
。
ト
ル
グ
ー
ト
・

モ
ン
ゴ
ル
人
は
全
部
で
約
二
〇
〇
〇
人
の
人
口
だ
っ
た
が
、
約
二
〇
〇
人
が
殺
戮
の
対
象
に
な
っ
た
。

七
．三
　
母
国
語
の
使
用
禁
止

八
．一
　
残
虐
行
為

　

バ
ー
リ
ン
右
旗
バ
ヤ
ン
ハ
ー
ン
公
社
の
漢
人
た
ち
は
、「
モ
ン
ゴ
ル
語
を
話
す
者
は
頑
固
な
民
族
分
裂
主
義
者
だ
」
と

か
、「
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
な
く
、
中
国
語
を
話
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
母
国
語
で
話
す
権
利
を
奪
っ
て

い
た
。

　

ア
ラ
シ
ャ
ン
地
域
の
エ
チ
ナ
旗
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
一
番
西
に
位
置
す
る
。
エ
チ
ナ
旗
の
旗
長
エ
レ
デ
ニ
ゲ
レ
ル
、

旗
政
府
弁
公
室
の
主
任
蔵
徳
明
、
人
民
裁
判
所
の
所
長
サ
イ
ン
ボ
イ
ン
、
婦
女
連
合
会
の
会
長
セ
レ
ン
オ
ド
な
ど
が
「
ト

ル
グ
ー
ト
党
の
ボ
ス
」
と
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
旗
長
エ
ル
デ
ニ
ゲ
レ
ル
は
七
年
間
も
刑
務
所
に
閉
じ
込

八
　
ア
ラ
シ
ャ
ン
地
域
の
事
例

る
よ
う
命
じ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
と
し
て
逮
捕
し
た
女
性
た
ち
を
全
員
裸
に
し
て
リ
ン
チ
し
て
い
た
。
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九
　
フ
フ
ホ
ト
市
と
包
頭
市
の
事
例

九
．一
　
残
虐
行
為

　

内
モ
ン
ゴ
ル
軍
区
の
騎
兵
第
五
師
団
に
は
約
二
〇
〇
名
の
モ
ン
ゴ
ル
人
将
校
が
い
た
が
、
一
九
七
一
年
に
な
る
と
、

ほ
と
ん
ど
全
員
が
粛
清
さ
れ
て
い
た
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
公
安
庁
の
庁
長
ビ
リ
ク
バ
ー
ト
ル
が
粛
清
さ
れ
、
副
庁
長
の
雲
世
英
な
ど
も
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
。

自
治
区
公
安
庁
の
政
治
部
の
テ
ン
ヘ
は
、
一
九
六
八
年
二
月
に
逮
捕
さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
。

彼
か
ら
他
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
情
報
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
テ
ン
ヘ
は
漢
人
た
ち
の
そ
の
要
求
を
断
っ
た
た
め
、

結
局
、
一
九
七
〇
年
五
月
二
一
日
に
殺
害
さ
れ
た
。

　

ハ
ー
フ
ン
ガ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
族
の
真
の
自
立
を
目
指
す
政
党
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
。

中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
政
府
の
副
主
席
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党

の
ボ
ス
」
と
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
リ
ン
チ
さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
。
同
じ
く
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
の
指
導

者
の
テ
ム
ー
ル
バ
ガ
ナ
も
一
九
六
九
年
一
月
に
暴
力
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
。
生
前
は
自
治
区
政
府
の
最
高
裁
判
所
の

所
長
に
な
っ
て
い
た
。

　

自
治
区
民
政
庁
の
庁
長
ウ
リ
ト
も
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
族
の
自
立
の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
人
物
だ
っ

め
ら
れ
、
一
時
は
死
刑
に
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

八
．二
　
強
制
移
住

　

一
九
七
三
年
、
甘
粛
省
政
府
は
エ
チ
ナ
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
内
地
へ
強
制
移
住
さ
せ
た
。
こ
の
な
か
に
は
旗
長

の
エ
ル
デ
ニ
ゲ
レ
ル
の
一
家
も
含
ま
れ
て
い
る
。
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た
。
彼
は
一
九
六
八
年
一
二
月
一
二
日
に
逮
捕
さ
れ
、
一
二
月
一
九
日
に
殺
害
さ
れ
た
。

　

自
治
区
政
府
の
副
秘
書
長
の
ガ
ル
ブ
セ
ン
ゲ
は
一
九
六
八
年
一
二
月
一
八
日
に
蔵
海
賢
、
呉
春
舫
ら
に
よ
っ
て
拉
致

さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
リ
ン
チ
さ
れ
た
挙
句
に
、
一
九
六
九
年
一
月
五
日
に
殺
害
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
文
化
大

革
命
終
了
後
、
呉
春
舫
は
ウ
ー
ハ
イ
（
烏
海
）
市
の
組
織
部
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
そ
れ
を
不
服
と

し
て
国
家
主
席
の
華
国
鋒
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
た
。

　

フ
フ
ホ
ト
市
鉄
道
局
（
鉄
路
局
）
に
は
四
百
四
六
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
職
員
が
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
四
百
四
四
人
が

「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、
一
三
人
が
殺
さ
れ
、
三
百
四
七
人
が
重
傷
を
負
っ
た
。
五
人
の
女
性
が
リ
ン

チ
さ
れ
て
流
産
し
、
ま
た
、
四
人
の
子
ど
も
が
殺
害
さ
れ
た
。

　

フ
フ
ホ
ト
市
鉄
道
局
サ
イ
ハ
ン
タ
ラ
区
間
（
機
務
段
）
に
勤
務
す
る
ソ
ド
は
夫
人
と
も
に
逮
捕
さ
れ
た
。
漢
人
た
ち

は
そ
の
夫
人
の
体
内
に
い
た
四
ヶ
月
に
な
る
胎
児
を
細
い
鉄
線
で
え
ぐ
り
出
し
、「
ど
う
せ
、
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党

員
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
、
早
い
う
ち
に
始
末
し
て
お
こ
う
」
と
言
っ
て
い
た
。

　

フ
フ
ホ
ト
市
に
本
部
を
置
く
「
内
モ
ン
ゴ
ル
地
質
調
査
隊
」
の
李
国
道
は
「
モ
ン
ゴ
ル
人
を
一
網
打
尽
に
し
よ
う
」、

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
て
、
暴
力
を
推
し
進
め
た
。
調
査
隊
に
い
た
僅
か
八
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
す
べ
て
粛
清

さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、
宝
貴
賢
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
人
は
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
直
系
子
孫
で
あ
っ
た
。
漢
人
た

ち
は
彼
を
リ
ン
チ
し
な
が
ら
、「
お
前
ら
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
子
孫
た
ち
よ
、
ウ
ラ
ー
ン
フ
の
走
狗
た
ち
よ
、
全
員
、

あ
の
世
の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
に
遇
わ
せ
て
や
る
」
と
の
暴
言
を
吐
い
た
。
ま
た
、
辺
福
成
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
人
は
、

肋
骨
を
七
本
も
折
ら
れ
、
胸
椎
も
骨
折
し
た
。
最
後
に
は
睾
丸
も
壊
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
漢
人
た
ち
は
、「
お
前
ら
内

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
は
銃
殺
に
す
べ
き
だ
。
こ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
独
裁
だ
」
と
言
い
な
が
ら
暴
力

を
繰
り
返
し
て
い
た
。

　

フ
フ
ホ
ト
近
郊
の
ト
ゥ
メ
ト
旗
の
朱
光
礼
は
一
九
五
七
年
に
北
京
地
質
学
院
に
入
学
し
、
卒
業
後
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
の
有
能
な
専
門
家
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
彼
も
漢
人
た
ち
に
殺
害
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
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一
九
六
九
年
の
旧
正
月
の
一
日
に
、
つ
ま
り
、
人
々
に
と
っ
て
は
も
っ
と
も
め
で
た
い
晴
れ
の
日
に
、
そ
の
遺
体
が
実

家
に
送
り
届
け
ら
れ
た
。
漢
人
た
ち
が
旧
正
月
を
楽
し
ん
で
い
た
頃
に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
遺
体
を
囲
ん
で
悲
し
ん

で
い
た
。

　

包
頭
市
の
ダ
ル
ハ
ン
ム
ー
ミ
ン
ガ
ン
旗
シ
ャ
ル
ム
レ
ン
・
ジ
ョ
ー
公
社
に
は
約
一
八
〇
〇
人
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
生
活

し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
四
九
人
が
殺
害
さ
れ
、
五
〇
人
以
上
が
重
傷
を
負
わ
さ
れ
た
。
同
じ
ダ
ル
ハ
ン
ム
ー
ミ
ン
ガ
ン

旗
の
マ
ン
ド
ラ
ー
公
社
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
の
国
境
地
帯
に
あ
っ
た
。
マ
ン
ド
ラ
ー
公
社
で
は
一
五
人
が
殺
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
の
六
人
は
首
吊
り
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
死
者
の
う
ち
の
四
人
は
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
の
僧

侶
で
あ
る
。
殺
さ
れ
た
一
五
人
の
名
は
ダ
ン
タ
ル
、
ニ
マ
、
ハ
ラ
ジ
ム
、
ナ
ソ
ン
ジ
ャ
ラ
ガ
ル
、
ソ
ブ
ジ
ェ
（
女
）、
オ

ン
ド
ル
、
バ
ラ
カ
、
バ
ダ
マ
、
ソ
ヨ
ル
ト
、
ナ
ル
ブ
、
ア
グ
ー
ン
、
ゲ
ン
デ
ン
、
シ
ョ
リ
ク
ジ
ャ
ム
ソ
、
チ
ャ
ン
フ
ン
、

バ
ブ
ー
で
あ
る
。

　

一
五
人
の
う
ち
の
ソ
ヨ
ル
ト
は
た
っ
た
の
三
歳
だ
っ
た
。
母
親
の
ナ
ブ
チ
マ
ー
が
漢
人
た
ち
に
レ
イ
プ
さ
れ
そ
う
に

な
っ
て
逃
げ
た
が
、
残
さ
れ
た
男
の
子
ソ
ヨ
ル
ト
は
凍
傷
を
負
い
、
餓
死
し
た
。
こ
の
公
社
で
は
更
に
六
三
戸
の
モ
ン

ゴ
ル
人
が
内
地
へ
の
強
制
移
住
を
命
じ
ら
れ
、
代
わ
り
に
漢
人
農
民
が
入
植
し
た
。
国
境
地
帯
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
「
修

正
主
義
国
家
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
」
や
ソ
連
に
逃
亡
す
る
の
を
防
ご
う
と
し
た
政
策
だ
。
ま
た
、
い
ざ
、「
修
正
主

義
国
家
」
の
軍
隊
が
攻
め
て
き
た
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
人
よ
り
も
漢
人
た
ち
を
住
ま
わ
せ
た
方
が
防
衛
上
も
有
利
だ
、
と
の

政
策
か
ら
の
措
置
だ
っ
た
。
マ
ン
ド
ラ
ー
公
社
の
粛
清
運
動
は
漢
人
の
郭
書
記
の
指
導
で
推
進
さ
れ
た
。
文
化
大
革
命

が
終
わ
っ
た
後
、
郭
書
記
は
共
産
党
に
守
ら
れ
て
、
武
川
県
の
水
利
局
局
長
に
栄
転
し
た
。

　

ダ
ル
ハ
ン
ム
ー
ミ
ン
ガ
ン
旗
バ
ヤ
ン
オ
ボ
ー
公
社
の
第
四
生
産
大
隊
で
は
、
両
親
が
逮
捕
さ
れ
た
た
め
に
、
残
さ
れ

た
七
歳
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
子
ど
も
が
凍
死
し
て
し
ま
っ
た
実
例
が
あ
る
。
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九
．二
　
性
的
犯
罪

　

フ
フ
ホ
ト
市
近
郊
の
ト
ク
ト
県
中
灘
公
社
ハ
ラ
バ
イ
シ
ン
生
産
大
隊
の
漢
人
王
三
小
は
一
九
六
八
年
九
月
七
日
に
「
内

モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
を
え
ぐ
り
出
し
て
粛
清
す
る
委
員
会
」
の
責
任
者
と
な
っ
た
。
彼
は
一
二
歳
に
な
る
モ
ン
ゴ

ル
人
（
ダ
ル
ハ
ン
ム
ー
ミ
ン
ガ
ン
旗
所
属
）
少
女
の
ロ
ル
マ
を
レ
イ
プ
し
た
。
ま
も
な
く
、
別
の
一
五
歳
に
な
る
少
女

オ
ユ
ン
ト
ン
ガ
ラ
ク
を
レ
イ
プ
し
た
。

　

シ
ャ
ル
ム
レ
ン
・
ジ
ョ
ー
と
い
う
美
し
い
草
原
が
あ
る
。
今
や
フ
フ
ホ
ト
市
か
ら
北
へ
車
を
飛
ば
し
て
二
時
間
く
ら

い
で
訪
れ
る
有
名
な
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
大
革
命
中
に
、
シ
ャ
ル
ム
レ
ン
・
ジ
ョ
ー
公
社
一
八
〇
〇
人
の
モ

ン
ゴ
ル
人
の
う
ち
、
四
九
人
が
殺
害
さ
れ
、
五
〇
人
以
上
の
人
々
に
重
度
の
障
害
が
残
っ
た
。
こ
の
公
社
に
来
て
い
た

漢
人
女
性
知
識
青
年
は
、
生
理
の
血
を
洗
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
飲
ま
せ
た
。

　

ダ
ル
ハ
ン
ム
ー
ミ
ン
ガ
ン
旗
の
バ
ヤ
ン
オ
ボ
ー
公
社
第
三
生
産
小
隊
の
女
性
リ
ン
チ
ン
ド
ル
ジ
は
、
漢
人
た
ち
に
つ

る
は
し
で
陰
部
を
破
壊
さ
れ
て
死
ん
だ
。
同
じ
公
社
の
漢
人
楊
秋
遠
ら
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
を
拘
留
し
て
、
真
裸
に

す
る
。
男
性
た
ち
の
生
殖
器
に
紐
を
つ
け
て
女
性
た
ち
に
引
っ
張
ら
せ
な
が
ら
、「
北
京
に
あ
る
金
色
の
太
陽
」（
北
京
有

個
金
太
陽
）
と
い
う
歌
を
う
た
わ
さ
れ
た
。

　
「
北
京
に
金
色
の
太
陽
が
あ
る
、
照
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
す
べ
て
明
る
く
な
る
」

と
い
う
歌
詞
だ
っ
た
。「
北
京
の
金
色
の
太
陽
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
人
民
の
偉
大
な
領
袖
」
の
毛
澤
東
を
指
す
。
文
化
大
革

命
が
終
了
し
た
と
宣
言
さ
れ
た
後
に
、
楊
秋
遠
は
人
民
解
放
軍
の
軍
人
た
ち
に
守
ら
れ
て
法
の
処
罰
か
ら
逃
れ
た
。

　

ダ
ル
ハ
ン
ム
ー
ミ
ン
ガ
ン
旗
バ
ヤ
ン
ホ
ワ
ー
公
社
バ
ヤ
ン
チ
ャ
ガ
ン
大
隊
の
漢
人
藍
米
栓
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
を
殺
し

て
そ
の
妻
を
奪
い
、
妊
娠
さ
せ
た
。
夫
を
失
っ
た
女
性
も
精
神
的
に
錯
乱
し
た
。

　

集
寧
市
に
住
む
女
性
韓
淑
英
は
陰
毛
を
漢
人
た
ち
に
ペ
ン
チ
で
む
し
り
取
ら
れ
た
。

　

包
頭
市
固
陽
県
磴
口
生
産
大
隊
で
は
、
一
八
六
〇
名
の
モ
ン
ゴ
ル
人
が
「
内
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
員
」
と
さ
れ
、

八
三
名
が
殺
害
さ
れ
た
。
漢
人
た
ち
は
男
性
た
ち
と
女
性
た
ち
を
一
緒
に
拘
留
し
て
か
ら
、
男
性
の
顔
に
は
女
性
の
性



46

九
．四
　
強
制
移
住

　

ダ
ル
ハ
ン
ム
ー
ミ
ン
ガ
ン
旗
で
は
、
一
九
七
〇
年
に
軍
事
管
理
が
導
入
さ
れ
た
。
国
境
に
近
い
と
こ
ろ
に
住
む
モ
ン

ゴ
ル
人
三
六
〇
戸
に
対
し
て
強
制
移
住
の
命
令
が
下
さ
れ
た
。
一
晩
で
一
四
四
戸
の
モ
ン
ゴ
ル
人
を
内
地
へ
移
住
さ
せ

た
。
捨
て
ら
れ
た
牛
や
ヒ
ツ
ジ
な
ど
は
誰
も
放
牧
せ
ず
に
放
置
さ
れ
た
。
後
日
、
約
四
〇
〇
名
の
知
識
青
年
が
入
っ
て

放
牧
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
武
川
県
か
ら
の
漢
人
た
ち
を
入
れ
る
予
定
が
あ
っ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル

人
た
ち
の
な
か
に
は
漢
人
と
結
婚
し
た
人
も
い
た
が
、
そ
れ
で
も
モ
ン
ゴ
ル
人
は
内
地
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
、
漢
人
の
み

が
現
地
に
残
さ
れ
た
。

器
の
絵
を
描
き
、
女
性
の
顔
に
は
男
性
器
を
書
い
た
。
こ
れ
を
「
男
女
内
人
党
員
の
結
合
」
と
呼
ん
で
侮
辱
し
た
。
ま

た
、
女
性
の
生
理
の
血
が
つ
い
た
下
着
を
モ
ン
ゴ
ル
人
男
性
の
頭
に
か
ぶ
せ
た
。

九
．三
　
母
国
語
の
使
用
禁
止

　

フ
フ
ホ
ト
市
鉄
道
局
集
寧
区
間
の
漢
人
た
ち
は
口
々
に
、「
モ
ン
ゴ
ル
人
を
機
関
車
の
操
縦
士
に
任
命
し
て
は
な
ら
な

い
。
列
車
を
修
正
主
義
国
家
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
へ
持
っ
て
い
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
」
と
言
っ
て
、
就
職
の
面
で

差
別
し
て
い
た
。

　

フ
フ
ホ
ト
市
鉄
道
局
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
職
員
同
士
が
モ
ン
ゴ
ル
語
で
話
し
合
っ
た
り
す
る
と
、「
あ
の
汚
い
言
葉
を

使
う
な
」
と
罵
倒
さ
れ
た
。
ま
た
、
幹
部
の
抜
擢
や
職
員
の
採
用
な
ど
の
面
で
も
、
わ
ざ
と
中
国
語
の
レ
ベ
ル
を
難
し

く
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
を
取
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
教
育
庁
に
二
七
名
の
モ
ン
ゴ
ル
人
、
ダ
ウ
ー
ル
人
の
幹
部
が
い
た
。
彼
ら
の
う
ち
、
僅
か
一
人

を
残
し
て
、
全
員
が
逮
捕
さ
れ
、
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
訳
の
分
か
ら
な
い
言
葉
を
話
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
、
虐
待
さ
れ
た
。



47

　

ダ
ル
ハ
ン
ム
ー
ミ
ン
ガ
ン
旗
マ
ン
ド
ラ
ー
公
社
で
は
、
六
三
戸
二
一
八
人
が
強
制
移
住
を
命
じ
ら
れ
、
代
わ
り
に
他

所
か
ら
の
漢
人
農
民
た
ち
が
彼
ら
の
故
郷
に
定
住
し
た
。
そ
の
際
、
ナ
ブ
チ
マ
ー
と
い
う
女
性
は
レ
イ
プ
さ
れ
そ
う
に

な
っ
て
逃
げ
た
が
、
残
さ
れ
た
三
歳
の
子
ど
も
ソ
ヨ
ル
ト
は
餓
死
し
た
。
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後 

書 

き

　

近
代
に
お
い
て
、
日
本
人
た
ち
が
最
初
に
出
会
っ
た
「
蒙
古
」
こ
と
モ
ン
ゴ
ル
は
「
内
蒙
古
」
＝
内
モ
ン
ゴ
ル
だ
っ

た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
の
東
の
一
部
分
は
日
本
が
作
っ
た
満
洲
国
に
組
み
込
ま
れ
て
、
大
日
本
帝
国
の
殖
民
地
と
な
っ
て
い

た
。
大
勢
の
モ
ン
ゴ
ル
人
青
年
た
ち
が
日
本
へ
留
学
す
る
か
、
あ
る
い
は
満
洲
国
に
設
置
さ
れ
た
大
学
で
学
ん
だ
。
モ

ン
ゴ
ル
人
は
日
本
か
ら
多
く
の
近
代
的
な
知
識
を
吸
収
し
た
。

　

日
本
的
な
近
代
的
教
育
を
受
け
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
知
的
で
、
教
養
あ
る
行
動
を
取
っ
て
い

た
。
彼
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
新
し
い
知
識
階
級
を
成
し
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
、
日
本
的
な
教
育
を
受
け
た

青
年
た
ち
を
心
か
ら
愛
し
、
ま
た
尊
敬
し
て
い
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
現
代
中
国
は
漢
人
た
ち
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
国
家
だ
。
他
の
弱
小
民
族
の
運
命
は
す
べ
て

彼
ら
の
掌
中
に
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
漢
人
共
産
主
義
者
の
多
く
は
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
無
学
無
知
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
毛
澤
東
を
頂
点
と
す
る
漢
人
共
産
主
義
者
は
知
識
人
を
嫌
っ
た
。
何
回
も
知
識
人
た
ち
を
粛
清
し
、

国
民
を
無
学
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
統
治
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
人
が
古
く
か
ら
住
ん
で
き
た
土
地
の
一
部
、
す
な
わ
ち
「
内
モ
ン
ゴ
ル
」
と
俗
に
呼
ば
れ
る
地
域
は
大
国

の
無
責
任
な
政
策
に
よ
っ
て
、
独
立
が
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
は
中
国
の
領
土
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
知

的
で
教
養
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
人
の
存
在
を
中
国
共
産
党
員
た
ち
は
喜
ば
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
知
的
な
モ
ン
ゴ
ル
人

た
ち
は
日
本
の
殖
民
地
支
配
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
知
的
な
彼
ら
を
漢
人
共
産
主
義
者
た
ち
も
認
め
ざ
る
を
得
ず
、「
日
本
刀
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
た
紳
士
」（
�
洋

刀
的
紳
士
）
と
、
半
ば
皮
肉
を
込
め
て
呼
ん
で
い
た
。
皮
肉
の
成
分
を
除
け
ば
、
知
的
で
、
近
代
的
な
良
好
な
教
育
を

受
け
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
、
匪
賊
上
が
り
で
、
無
学
な
漢
人
共
産
主
義
者
た
ち
と
は
全
然
異
な
る
社
会
運
営
を
目
指

し
て
い
た
。
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本
書
は
直
接
的
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
態
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
に
さ
れ
た
間
接
的
な
一
因
に
、
近
代
日
本
の
投
影
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
方
々
に
は
ぜ
ひ
、
そ
の
部

分
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

追
伸
：
本
研
究
は
財
団
法
人 

平
和
中
島
財
団
に
よ
る
助
成
金
「
ア
ジ
ア
重
点
学
術
研
究
」
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

た
「
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
族
が
経
験
し
た
〈
文
化
大
革
命
〉
の
実
証
研
究
」（
二
〇
〇
七
年
度
）
と
、
科
研
費
「
モ
ン
ゴ
ル

族
か
ら
み
た
中
国
文
化
大
革
命
の
実
証
研
究
」（
基
盤
研
究
Ｃ 

大
野
旭
（
楊
海
英
）
代
表
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
記

し
て
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

本
書
の
表
紙
に
用
い
た
の
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
紅
衛
兵
が
編
集
し
て
い
た
『
魯ろ
じ
ん迅
画
刊
』（
一
九
六
七
年
六
月

十
八
日
）
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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was headed by a Mongol called Ulaanhu, who was patronised by the 
CCP. When the IMPP was forced to dissolve in 1947, some members 
opted to join the CCP. Ulaanhu was highly praised for his contribution 
and regarded as a “dedicated loyal friend” . He long continued in 
power as the supreme ruler of Inner Mongolia from 1947.

The political landscape of Inner Mongolia was completely turned over 
in 1966, however, when, out of the blue, Mao Ze-dong, Chairman of 
the Central Committee of the CCP, accused the IMPP headed by 
Ulaanhu of persistently refusing to dissolve since 1947, and that it had 
continued an underground “political movement aiming to divide the 
motherland, China” . With this accusation, the genocide against 
Mongols started, with the aim of rooting out the Mongolian elite. A 
conservative estimate by the Chinese government states that 16,222 
Mongols lost their lives. An independent study reports, however, that 
a further 50,000 Mongols were victims of the Revolution.

The genocide against Mongols in the IMAR was triggered against the 
background of confrontation between two forces, “one for the 
unification of a nation state and the other against it” . This incident 
itself reveals the autocratic and violent nature of policies implemented 
by the socialist government of China upon ethnic minorities.
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commendation has obscured the historical realities of genocide, which 
has been perpetrated against various ethnic minorities in China.

Historically speaking, those who propound socialism have upheld the 
“extinction of ethnic groups”  as part of their ideal, dedicating 
themselves to the fight for such extinction. China is no exception. The 
Chinese Cultural Revolution was begun by the Chinese Communist 
Party (CCP) in 1966. In order to achieve their ideal, the “extinction of 
ethnic groups” , the CCP exercised violence, in which they were 
highly skilled. A typical example was the genocide committed in the 
Inner Mongolia Autonomous Region (IMAR) against members of the 
Inner Mongolia People's Party (IMPP) and other organisations, who 
were primarily Mongols. The he Chinese establishment described this 
incident as a “movement to identify and purge away (wasu ) the 
members of the IMPP” .

This political party, the IMPP, was founded in 1925 for the purposes 
of the independence and autonomy of Inner Mongolia. It was formed 
based on the ruling party of the People's Republic of Mongolia, the 
Mongolian People's Revolutionary Party (MPRP), and significant 
support and encouragement was provided by the Comintern. In 
subsequent years, when Japan advanced its military power over the 
Chinese mainland, most members of the IMPP became government 
officials in the Manchurian Empire ruled by Japan. On the defeat of 
Japan at the end of World War II, the IMPP resumed its political 
activities, aspiring to achieve integration with the People's Republic of 
Mongolia. However, this venture was suppressed by the CCP and fell 
through. The political manoeuvre to suppress Mongol independence 
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destruction in whole or in part;
(d) �Imposing measures intended to prevent births 

within the group;
(e) �Forcibly transferring children of the group to 

another group

Despite the adoption of this UN resolution, subsequent decades 
witnessed the outbreak of many acts of genocide at various places 
across the world, rather than its elimination. This book tries to 
elucidate how genocide relates itself to the fundamental rules of 
modern society, particularly the relations between nation states and 
ethnic autonomy. The analysis is based on the theory of “nation state 
genocide”, which has been held by quite a few experts for some time. 
On the one hand, there were high aspirations for the establishment of 
unified China as a nation state. On the other, strong opposition was 
launched by Mongols, who attempted to construct another nation 
state of their own. Exposed to such a striking conflict of interest, 
Mongols became the victims of genocide committed by China.

China consists of 56 ethnic groups. Those Chinese anthropologists 
favoured and patronised by the establishment have peppered Chinese 
history with self-pride and self-commendations. They claim that 
“China has been a unified multi-ethnic nation state since ancient 
t imes, the centrepiece of which has been the Han(Chinese).” 
Propaganda has taught that the ethnic minorities in China have been 
taken good care of by “the Han(Chinese), the big brother” , and have 
been leading happy lives as members of the “giant socialist multi-
ethnic family bonded together by the spirit of unity”. This sort of self-
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Mongolian Genocide
by

Communist China during the Cultural Revolution in Inner Mongolia

Yang Haiying

This book focuses on the “ethnic genocide against the  Mongols” , 
which broke out in Inner Mongolia during the Great Chinese Cultural 
Revolution between autumn 1968 and the beginning of 1970. An 
analysis is made from the perspective of studies of ethnic genocide.

Human beings experienced a large number of genocides in the 20th 
century, including the Holocaust perpetrated by Nazi Germany. In the 
aftermath of World War II, a resolution was adopted in the general 
assembly of the United Nations on Dec. 9, 1948, which was titled the 
“Convention on the Prevention and Punishment of the Crime of 
Genocide” . This important development demonstrates a strong 
resolution shared in the international community that such atrocities 
should never be repeated in human history. The Convention defines 
“genocide” as follows:

. . .genocide means any of the following acts committed with 
intent to destroy, in whole or in part, a national, ethnical, racial 
or religious group, as such:

(a) Killing members of the group;
(b) �Caus ing se r i ous bod i l y o r menta l ha rm to 

members of the group;
(c) �Deliberately inflicting on the group conditions of 

l i f e ca l cu l a t ed t o b r ing abou t i t s phys i ca l 
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